使用説明書 




簡単に写せます 


構図に変化を 
つけてみましょう 


写真の描写を 
変えてみましょう 


フラッシュを使って 
撮影しましょう 


有効にご活用 
いただくために 


こんなことも 
を日っておきましよう 


MINOLTA 




お買い上げありがとうございます。 

このカメラの機能を+々に活用していただくために、この使用説明書をご巧用前にお読みくださし、。 
またお読みになったあとは、保証書、ア フターサー ビスのご案内とともに大切に巧管してください。 



◎撮を早わかり . 3 
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構図に変化を ◎構回を工夫してみましょう . 23 

つけてみましょう◎被写体が面面中央じないときのピント合わせ 

(フオーカスロック） . 25 


写真の描写を 〇描写をずえてみましよう . 31 

変えてみましょうおいているものの巧写 . 31 

背景の描写 . 32 

〇撮是ミモード . 33 

〇撮きミモードの選び方 . 34 


フラッシュを使って0内巧フラッシュをほって撮をしましょう……52 

撮影しましよラ P モードフラッシュ撮影 . 52 

A モードフラッシュ撮を . 54 
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Mi — ドフラッシュ撮を . 55 
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©手動でピントを合わせるには . 75 

こんなことも ©AF 補助光（ピント合わせのためにホいランプが 
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◎露出の 巧告 (表示が点滅したとき） . 86 
































この使用説明書は 1993 年 10 ちにつくられたものです。それた(降に発売されたァクセサリーとの組 
み合わせについては、本書案面に記載の当社サービスセンターまたはサービスステーションにお問い 
をわせください。 
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電池を入れます。 

電池 (2 CR 5 1個）を、電池室のふたの表示 
にしたがって入れます。 


レンズを取り付けます。 

レンズとボディの2つのホい点を合わせて 
はめ込み、カチッとロックがかかるまで 
時計方向に回します。 


電源を入れます。 

メインスイッチを ON にします。 


フイルムを入れます。 

フイルムの先端をホいマークに合わせ、 
裏ぶたを閉じます。 


















全自動にします。 

プログラムセットボタンを押します。 


アイスタートスイッチを ON に 
します。 


カメラを構えます。 

写したいものがこ：じ入るように、カメラを 
構えます。 


撮影します。 

シャツターボタンをゆっくり巧し込んで 
巧おします。 
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各部の名称. 、. 

!、 ) 内は参照ぺージ のを 号•でず g . 一 

ご」'.バ;し、たと.''.-',:がら 在い ように寅を付けてください。/ 



©グリツプセンサー (18) 

@ AF 補助光発光部/セルフタイマーランプ 
(82,85) 

® 前ダイヤル 
©シャツ ターボタン 
©プログラム セツ トボタン (21) 

©ボディ表示部 (7) 

® 内蔵フラツシユ （52 〜 56) 

@才ートロックアクセサリーシュー 
©レバーロック解除ボタン (70) 

® 登録呼び出しボタン (70) 


® 登録レバー (70) 

猶モードボタン (34) 

⑩フラッシュ強制発光ボタン巧 3) 
®/、° ノラマ切り替えレバー (71) 

⑩裏ぶた開放レバー(13,15) 

⑩レンズ交換ボタン （12) 

⑩フォーカスモードボタン (75) 

⑩露出巧正ボタン(45,61,8 0) 

⑩ミラー* 

© AF レンズ信号接点* 

鄭プレビュー嫩り込み）ボタン (79) 




翅アイセンサー* (18) 

逐)ファインダー* (8) 

⑩メインスイッチ（11|16) 

③アイ ピースカン プ (10) 

领スポット AEL ボタン（48,60,6 5) 
趣力ードキー(89) 

颤ストラップ取りかけ部 (10) 


感後ダイヤル 
風 AF ボタン(25,27) 

娜リモートレリーズターミナル 
® アイスタートスイツチ （18) 

風途中巻き戻しボタン （15) 

衝フイルム確認窓 





くボディ表示部 > 



① フイルム感巧表示 

② シャッター速を/フイルム感巧/ 
選がフォーカスフレーム表71^ 

③ 話出補正マーク 

④ 紋り値/露出補正値/ 

フラッシュ光呈捕正値表示 

⑥セットマーク 

⑥ フラッシュ光虽補正表示 

⑦ 露出補正表示 
⑥ブラケット表示 

⑨ 力ードマーク 

⑩ フイルムカウンター 


⑩フイルムマーク 
够パトローネマーク 
⑩巻き上け‘モード表示 
⑩セルフタイマー表示 
饭レリーズ優先表示 
饭フォーカス卫リア表不 
⑩マニュアルフォーカス表不 

颁測光方式表示 
® ハイスピードシンクロマーク 
⑩フラッシュモード表示 
领撮影モード表示 
蠻電池容呈表示 




くファインダー表示音 R > 



け吗 ^㈱ BBBB 

〇 © © 4) 0 ® 



スクリーン内表不 

通パノラマフレーム 
@測光ィンジケーター 
® ワイド フォーカスフレーム 
(カメラ横位置用） 

©ワイド フォー カ スフレーム 

(カメラ縦位置、パノラマ撮影時用） 
® 口ー カルフ ォ ーカ スフレー ム 
© スポット測光フ レー ム 


スクリーンか表示 

感フラッシュ撮影表示/ 

ハイス ピー ドシンクロ マー ク 

⑩フラッシュ充電完了/調光確認/ホ目軽 
減プリ発光/ワイヤレスフラッシュ表示 

©フラッシュ光里補正表示 
⑩手ぶれ表示 
⑩フォーカス表示 
⑩シャッター速を/フイルム感を/ 
選択フォーカスフレーム表示 
⑩露出補正 マーク 

⑩絞り値/露出お正値/ 

フラッシュ光ま補正値 

©測光方式表示 
⑩フイルム残数表示 
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この章では、撮影前の準備と、もっとも簡単な撮影方法を説明して 
います。初めてカメラをご使用になる方でも、この章をお読みいた 
だければ簡単に撮影できます。 



ネツクストラツプ/アイピースカツプの取り付け方 

お使いじなる前に、巧屈のネノクストラップとアイ ピースカップを 取り付けてください。 


ネックストラップ 



ホ図のように取り付けます。 

• 反対側も同様に取り付けます。 

•別売の縦位置コントロールグリップと合 
わせて使用される場合は、縦位置コント 
口ールグリップの使用説明まをご奠くだ 
さい。 



アイピースキヤ ッ フの取りかけ方 

バルブ(長時間露光）撮影 (4 1ぺージ参照）やセルフタイマー撮影 (82 ぺージ參照）で、ファ 
インダーから光が入るのを防ぐために使用します。 



アイピースカップを下から押し上 
げるようにしてかし①、アイビー 
スキヤップをはめ込みます②。 
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電池の入れ方 

使用する革地は6\/バックリチウム電池 2 CR 5 1個です。 



電池室開放レバーを矢印の方向 
へ押して、電池室のふたを開け 
ます。 

電池室ふたの表示にしたがって 
電池を入れ、ふたを閉じます。 


<電池の容量> 

メインスイッチを LOCK から ON にすると、自動的に電池容量のチ I ックが巧われ、ボディ表示部 
じその結果を表示します。 



^&点打(4砂間） 

電池容量は十分です。 

点灯 (4 秒間） 

新しい電池を準備する 
ことをおすすめします(撮をはできます）。 
cia 点滅電池を交おすることをおすす 
めします(撮影はできます）。 

じ週のみ点滅(化の表示すべて消灯） 
シャツターは 切れません(撮影できません）。 
電池を交換してください。 


P 

raiini 口 


縦位畳コントールグリップ VC -700( 別売）を 
取り付けるときは、電池室のふたを取り外し 
ます。矢印の方向に軽く押すとがすことが 
できます（図 A )。 かしたふたを元通り取り付 
けるときは、港の部々①を、電池室内の軸② 
にはめ込むようにします（図 B )。 
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メインスイツチを LOCK にし、 
レンズ交換ボタンを押したまま 
①、レンズを図の方向に止まる 
まで回して取りがします②。 

•取りかしたをは、キャップをかけてイ呆管 
してください。 
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フイルムの出し方 

フイルムの最後のコマを法をするど、自動のに巻き戻しが始まります. 


フイルムが終了すると自動的に 
巻き戻しが始まります。フイル 
ムカウンターが" 0" になり 、 Q 
が点滅したら、裏ぶたを開けて、 
フイルムを取り出します。 

•巻き戻し途中で、ボディ後側の途中卷き 
戻しボタンを硬貨などで押すと、卷き戻 
しにかかる時間を短くできます(巻き戻し 
の音は多少大き < なります）。 

くフイルムを最後のコマまで撮影せずに途中で取り出したいとき> 

メインスイッチを ON にして、 
ボディ後側の途中巻き戻しボタ 
ンを硬貨などで押します。 

•巻き戻し途中で、もう一度途中巻き戻し 
ボタンを硬貨などで押すと、巻き戻しに 
かかる時間を短くできます（巻き戻しの 
音は多少大きくなります）。 
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く最初の 1 コマまでの巻き上げ•巻き房しを速くしたいとき> 


このカメラは、最初の1コマまでフイルムを巻き上げる音や、巻き戻しの音を小さくして 
います。これらの音を気にする化要がない場合ソ下の操作をすれば、音は多少大きくな 
りますが、最初の1コマまでの巻き上げ*巻き戻しを速くできます。 



力ードホルター内のセルフタイ 
マー/巻き上げモードボタンを 
押しながら①、メインスイッチ 
を LOCK から ON にします②。 

■ボディ表示部に‘で〇"と表示され、最 
初の1コマまでの卷き上げ -巻き戻しを 
速くするがおになったことを示します。 


On 

~ P~ 

r^fm 口 


♦再度同じ操作をすると "己が" と表示さ 
れ、最初の状態(音を小さくする）になり 


ます。 


DFF 

~~ P~ 

耐 fm 口 


ぷこのカメラは、使巧中のフイルムの巧り巧 I 而） pc.n ちを 言巧 

巧が9お ii / 下になると、ファインダー内にそ ■ I 

の残りけ数を表示します。 ’’ 、 ' 残り枚数 

•1 枚撮影するごとに、数字が1つずつ減っていきます。 

• DX コードの付いていないフイルム、また DX コードがあってもフイルム枚数情報をもっ 
曲ていないフイルムを使巧しているときは、残りか数は表示されません。 ， 


16 





カメラの構え方， 

カメラがかしでも動くとぶれ占写 m になりますので、し-:^かりと構えて撮影してく 

愈匿 : iSlfe 禮邏 ん .1 'SS i £''P 叫禮 '導 !.: jii tf* 參'":2 ^'。; J 着'' '' '修禱。; * 麵馨瓣 



•片目をカメラのファインダーじぴったりつけます。 
■脇をしめます。 


•左手でレンズの下側を持ってすえます。 

•片足を轻く踏み出し、上半身をををさせます。壁にもたれたり、化などじがをついたり 
しても効まがあります。 

• 暗い場所でフラッシュなしで撮影する場合（シャッター速度が遅くなる）や、望遠レン 
ズを使う場合は、手ぶれが起こりやすくなります（手ぶれしやすいときには、ファイン 
ダー内のみが点滅してお知らせします）。このような場合は；脚を使って撮影してく 
ださし、。 

•別売の縦位置コントロールグリップ VC -700 やホールデイングストラップ HS -700 を使用 
すれば、カメラのホールディング(保持）をより確かなものにすることができます。 
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アイスタ—卜 （カメラを構えるだけで撮影準備が完了します） 

このカメラは、カメラを梢えるだけぞピント合わせや巧出(巧’り値とシャツター速な}の 
ま定など全ての撮影準備が整います。-これをアイスタートと呼んでいます。 


カメラは、グリップセンサーとファインダーの下にあるアイセンサーでカメラを構えていることを橫 
知しています。 


グリップセンサー アイセンサー 




ゅカメラをミ脚に取りがけているときなどグリツプから指が離れているときは、アイスタートは 
働きません。また、手袋をしているときは、グリツプセンサーにさわっていてもアイスタートは働きま 
せん。このような場合は、シャツターボタンを半押し*してくださし、 

•カスタムカード Xi を使うと、グリップセンサーにさわらなくてもアイスタートを働かせることができます0 


くアイスタートを働かせないよラにするには> 



ボディ裏側のアイスタートスイッチ 
を OFF にします。 

•こ の場合、シャッターボタンを半押し*すると、 
カメラはピントを合わせ、露出（絞り値と 
シャッターを度）をホをします。 

•アイスタートスイッチが OFF でも、フォー 
カスフレームはカメラを構えると表示され 
ます。 


* シャツターボタンを軽く押すと、途中でかし止まるところがあります。この使用説明害では、ここまで 
押すことを「半押し」と呼んでいます。 
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メインスイッチを ON にしの、プロ 
グラムセットボタンを押します②。 

• プログラムセットボタンを押すと、カメラは 
を自動の巧おになります (21 ぺージ参照）。 
*バノラマ撮ををする場合は、パノラマ切り 
替えいく一をハ•ノラマ側に切り替えてくだ 
さい (71 ページ参照)。 

アイスタートスイ、ソチを ON にします。 


内蔵フラッシュを持ち上げます。 

•内巧フラッシュが■上がっていると、フラッシュ 
が必、要なときは自動的にフラッシュ撮影 
になります。 



4 

5 



ズームレンズを使つているときは、撮 
影したいものが希望の大きさにな 
るようじズームリングを回します。 

• AF ズーム Xi レンズをご使巧の場合は、レンズ 
の AZ / MZ スイッチを AZ にして くださし、。 


ピントを合わせたいものが：：に 
入るようにカメラを構えます。 

• 自動的にピントが合います。 


シャツターボタンを押し込んで撮影 
します。 

*^§を後、フイルムは自お的に々のコマに巻 
き上げられます。 

• フイルムのお巧のコマを巧おすると、自里)的 
に卷き戻されます。 


<フォー カス表示《♦》について> 

カメラを巧えると、ファインダー内のフォーカス表示®®が I P 一一^50一一 5.61 I 

のようにピントの巧態をお知らせします。 " 

㈱ 点灯：被写体にピントが合っています。 

• 点打：ピントが固定されています(シャッターボタン半押し巧で被写体が止まってし、る場を）。 
〇点灯：ピント合わせの途中です（シャッターは切れません）。 

• 点滅：ピントがさいません（シャツターは切れません。76ぺージ参照）。 
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フオー カ スフレー ム 


測光方式 


ボタンを押した後のが 


P (プログラム）モード_ 

才ートフォーカス 

ワイド フオー カスフレーム 


14分割ハこカムバターン測光 


参照ページ 


27,28,29 


42143,44 


露出補正値 

±0 

フラッシュ光 S 補正値 

±0 

巻き上け‘ 

1コマをき上げ 

セ J レフタイマー 

(作動前/作動中にかかわらず）お除 

內蔵フラッシュ 
(上がっている場合のみ） 

也、要なときに自動発光 

巧用つラツシっ- 

(取り付けている場合のみ） 

'丘、要なときに自動発光 

フイヤレスフラッシュ設定 

解除 

才ートフオ〜カス優先 
またはレリーズ優先 

オートフオーカス優先 


じ(下の設をはプログラムセットボタンを押してもず更されません。 

•两蔵フラッシュのホ目現象偿減のためのプリ発光の有無 (56 ぺージ参賦 
• フイルム感度 (78 ぺージ参照） 


^5?プログラムセットボタンの機能とは別に、撮影をの撮影目的や撮影意図にあじたカメラの巧態を、 
カメラに登録することができます。詳しくはこの使用説明書の69ぺージをご覧くださし、。 

※別売のカスタムカード Xi を使うと、プ□グラムセットボタンを巧した巧のが態を変えることができます 
(撮影モード、フォーカスフレーム、測ホ方式、露出補正値のみ）。詳しくはカスタムカ-ド Xi の使用説 
明書をごちくださし、。 
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この章では、構固についてのを本的な考え方を説日月しています。また、® 
図によっては写したいものが画面中央にない場合もあります。そんなとき 
に才ートフォーカスで写したいものにピントををわせるためのフォーカスロ 
ック（ピントの固を）の方法、あるいは、ファインダー内のある特をの場 
巧でピントを合わせるための、口ーカルフォーカスフレームの選び方につい 
て説明してし、ます。 




写真全体のバランスを考えてみましょう_ 

たとえば写真①のように、人と滝の 
両方を正面から写すことができなし化 
き、人を面面中央に配置するとバラン 
スの悪い写真になってしまいます。こ 
のような場合は、人と滝をバランス長 
く配置する工夫が必、要です。 

写真③は、人と滝を画面を横に1/3に 
々割する位置に配置し、バランスを良 
くしたものです。このように、バランス 
を良くするために被写体を画面中央 
からずらす場合は、図のように画面の 
端から1/3〜1/4のところに配置するの 
が目をです。 



Vs ~ V 4 1/3〜 V 4 
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縦位置でも撮ってみましよう 



カメラはその構造から、き通に構え 
ると横位置になるため.、横イ立置での 
写真がをくなりがちです。横位置では 
やや中途半端な構図になるシーンで 
も、縦位置で撮ると全体のバランスが 
よくなることがあります。写真③④は、 
記念碑の前で、人物がほぼ同じ大き 
さになるように撮影したものです。こ 
のように高さのあるものを背景にして 
記念写真を撮るとき、人物をある程 
度大きく写そうとすると、横位置で 
は背景が途中でとぎれてしまうこと 
があります（写真 ③）。 縦位置では、 
人物と背景の記念碑両方を画面内 
にバランスよくおさめることができます 
(写真 ④）。 


一般に横の画面は、広大な草原やあ、どっしりとした建物などを雄大に撮る 
場合など、空間のにがりや安定感を表現するのに適しています。縦の画面は、 
高層ビルや高い建物、深いミ委るなど高さや奥行きを表現するのに適していま 
す。強調したいものに応じて横位置/縦位置を使いみけると、写真の表現の 
幅がぐっと広がります。 
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被写体が画面中央じないときのピント合わせロォ-ヵス□ック撮影） 

被写体を面面中央から離すと、フォーカスフレームが被写かじ重ならなし、場合があります 一 
このような場合は、々のようにしてピントを固まして撮影してください。 


AF ボタンを使う方法 



ピントを合わせたいものにフオー 
カ スフレー ム !！ :を合わせ、 AF ボ 
タンをホ甲します。 

•ファインダー内のフオーカス表不 ㈱ が • 
にをわり、ピントが固定:されます。 


[ 《@)) 

rr - I 

マ 

I ® 

r j I 


また、ピントを合わせた位置の口ーカルフォー 
カスフレームが表示されます（27、28ぺージ 
参照）。 

•シャッター速度と絞り値の確認は、シャッ 
夕ーボタンをキ押ししてください。 

AF ボタンを押したまま、撮りたい 
構図にして撮影します。 

♦巧を後、 AF ボタンから指を離すとフォーカ 
スロックは角军除されます。シャッタ-をのった 
後も AF ボタンを押し続けていると、フオ- 
カスロックはち军除されませんので、 同じ ピン 
卜位置での撮をが続けられます。 



• 14分割/にカム/巧ーソ則ホ時 (42 ぺージ参照）じは、ピントと同時に露出も固をされますの 
で、 AF ボタンを押したまま同じピント位置で続けて撮おする場合、被写体の明るさが変わ 
ると適正露出が得られないことがあります。 

• フォーカス表示の ■ が点なしないとき（被写体にコントラストがないときなど）は、フォ-カス 
ロックはできません。 

• AF ボタンと前ダイヤ操作で、 口ーカルフォーカスフレームじ切り替えたり、口ーカルフォー 
カスフレームからワイドフオーカスフレームにもどしたりすることができます (27 ぺ—ジ参照）。 
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シャッターボタンを使う方法__ 

ピントを合わせたぃものに フォー カ 
スフレーム:；：：を合わせ、シャッタ 
ーボタンを半押しします。 

•ファインダー巧のフォーカス表示 （ H ) が • 
じ变わり、ピントが固をされます。 

I ㈱ ?5 口 5.5 置 I 

I • B 50 5 .S 置 I 

シャッターボタンを半ホ甲ししたまま、 
撮りたし猜図にして撮影します。 

• 撮を巧、シャッターボタンから指を離すと 
フォーカスロックはち军除されます。シャッタ 
—を切った後も指を離さずにそのまま半 
押しが態に戻すと、フォーカスロックはお 
除されませんので、同じピント位置での撮 
をが続けられます。 

• 14分害いじカム/巧一 M 則光時 (42 ページ参照）には、ピントと同時に露出も固をされますの 
で、シャッターボタンキ押しのまま同じピント位置で続けて撮をする場合、被写体の明るさが 
をわると適正露出が得られなぃことがあります。 

■フォーカス表示の • が点灯しないとき顺写体が動いているときなど）は、フォーカスロックは 
できません。 


AF ズーム Xi レンズ使用時は、ズームリングを手前に引くことによってピントを固をする 
ことができます。また、フォーカスホールドボタンの付いた a レンズの場合、 フォー カ 
スホールドボタンを押すと同標にピントが固をされます。 

詳しくはレンズの使用説明まをごちくださし、。 



26 









フオーカスフレ-^ム . 


ピント合わせのできる範囲は、ファインダ_ホにワイドフオーカスフレームで表示されます。この 
ワイドフオーカスフレ_ムは、アイスタートスイッチが ON のときは、カメラが今縦位置なのか横位畳 
なのかに応じて自動で切り替わります（カメラ横位置のときは図1、縦位置のときは図 2)。 アイ 
スタートスイッチが OFF のときは、シャッターボタンを半押しすると切り替わります。 
ワイドフオーカスフレーム内には、被写体までの距離を測るセンサーが4つあります（図 3) 。巧い 
範囲でピント合わせをしたいときは、これらの巧1つを選ぶことができます（口-カルフオ-カス 
フレームと呼びます）。このうち （ A ) のセンサーはカメラ横位置で人物撮影するとき、顔にピン 
卜を合わせるために使います。撇位置では巧いません。パノラマ撮影のとき（バノラマ切り替え 
レバ■-をバノラマ彻 j にしてぃるとき)のフオーカスフレームは、縦位置と同じ表示が表われます。 


(図 1) 

(図 2) 

广 n 

個 3) 





1 、み) 

广 1 




r czi n 



し J 


日〔コ日 

し J 




し J 


く AF ボタン> 

このカメラは、フォーカスフレームに関する操作はすべて AF ボタンと前ダイヤルで巧な 

うことができます。 

•ワイドフォーカスフレームのとき AF ボタンを押すと、ピントをわせに用いたセンサ- 
位置の口ーカルフォーカスフレームが表示され、ピントが固をされます。そのため、 
カメラがどのセンサーでピントを合わせたかを容易に確認することができます。カメ 
ラの判断したピント合わせが自分の意図通りであれば、そのままシャッタ—ボタンを 
押し込んで祐影してください。 

•カメラの半リ断が自分の意図と違うときは、 AF ボタンを押しながら前ダイヤルを回して、 
希望のセンサー位置の口ーカルフォーカスフレームに素早く切り替えることができま 
す。口ーカルフォーカスフレームを切り替えるをに、そのフレーム化置でピントを合 
わせ直して固をします。 

•ワイド フォー カスフレームに戻したいときは、 AF ボタンを押し直し、ダイヤルを1回 
回すだけでま早く戻すことができます。 
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カルフ ォーカスフレー ム への 切り替え_ 

ワイド フォーカスフレー ムのとき、4つの 口一力レフォーカスフレー ムのいずれ力、1つを選ぶこと 
ができます。 

AF ボタンを押します。 

• 4 つの AF センサーのうち、ピントを合わ 
せたセンサー位置の口ーカルフォーカス 
フレームが表示され、ピントが固を（フ 
才ーカスロック）されます。 

•ピントが合わなかったときは固をされま 
せん。ピントを合わせたセンサー位置の 
口ーカルフォーカスフレー ムも表示され 
ません。 

AF ボタンを押したまま、前ダイ 
ヤルを どちらかへ 

1回回すと、中央の口ーカルフォ 
—カスフレームが表れます。 

• 中央の□- カルフォーカスフレー ム部々で、 
カメラが自動的にピントを合わせ直し、そ 
のピントを固をします。そのままシャッタ 
—ボタンを押し込んで巧をできます。 

3 続けて AF ボタンを押したまま前ダイヤルを回して、 を 望の 口 
-カルフ ォーカスフレー ムを選びます。 

•前ダイヤルを-===#=»へ1回回すたびに、口ーカルフォーカスフレー 
ムが①一②一③一④一①一②一……の順でをわります。 

•前ダイヤルを^""へ1回回すたびに、口ーカルフォーカスフレー 
ムが①-^④^⑤-②^①^④"^……の順でをわります。 

• 口ーカルフ ォーカスフレー ムがをわるたびに、面面巧のそのフ レー 
ム部みで、 カメラが自動的にピントを合わせ直し、 その ピントを 固 
をします。そのままシャッターボタンを押し込んで撮をできます。 

AF ボタンを離します。 

• 3 の 操作 で 選んだ 口ーカルフォ ー カスフレームで 固をされます。 
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ワイドフォ カ スフレ— ム への 切り替え _ 

じ TF のようにして、口ーカルフオーカスフレームからワイドフオーカスフレ-ムに切り替えます。 




AF ボタンを押します。 

•画面内の口ーカルフォ-カスフレ—ム部 
みでピント合わせを行なった後、ピント 
が固をされます。 

•ピントが合わなかったときは固まされま 
せん。 


AF ボタンを押したまま、前ダ 

う户 J レを I Q S a 0 卜レ j 

かへ 1回回すと、ワイドフ オー 
カ スフレー ムが表れます。 


• 4 つの AF センサーのうち、ピントを合わ 
せたセンサー位置の口ーカルフォーカス 
フレームが表示されます。 


AF ボタンを離します。 



•ワイドフオーカスフレームにもどると、口 —カルフオーカスフ 
レームは’;肖えます。 


-•この 表示は、 口ーカルフォーカスフレームの 位置をみかりやすくするため、 

■■ n ワイド フォーカスフレームを 点線で示したものです。実際には、特に注記し 

U ていない かぎり、 口ーカルフォーカスフレー ムとワイドフ ォ—カスフレ— 

J ： _ iJ ムが同時に表示されることはありません。 

• AF レフレックス 500 mm/F8 およぴ AF バワーズーム 35— 加 mm/F4-5.6 を使巧しているときは、 
中央の口ーカルフォーカスフレームのみ使用できます。 

•カスタムカード Xi でフォーカスホールドボタンの機能をコンティニユアス AR こ変更し、フォ 
-カスホールドボタンを押している場合や、装着すると自動的にコンティニユアス AF となる 
力ードを使用している巧合でも、 AF ボタンを押している間はコンティニユアス AF が解除され 
ます（ピント合わせをした後ピントが固定されます）。 
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g も膊シ专ツター逮慶蓉麦 it , 
辱真◎擔零奪変えで额豪 U 5 

絞りやシャツター速巧を変えることで写真の巧写を変えることは、 
コンバクトカメラにはない、一眼レフの大きな特徴です。この章では、 
撮を者のを望する絞り値やシャツター速をで写真を撮る方法について 
説明しています。また、意図通りに撮影される方のために、露出補正 
や測光インジケーターなどの機能についても説明しています。 
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描写を変えてみまレよう I 

:う®^!すでを.:黨 戀 g ミ猶度匿ち 參 "く:が:潔画'葛:',:兵.'' '— 誦 lli ’’’’’み' T "; iiii :.; ::;;認 疆議 i !漏戀 鶏麵 giiiiii !!!!!!!! 

-眼レフカメラは、シャツター速巧やおり値ををえ'’ることで、動いているものをく-：;きり 
写す/尾を引くよぅに写す！ i また、背景をぼかホ/背景までシャープじ写すなど、 
写真の巧写を変えることができます。 


動いているものの描写 



写真①は、走っている子供の真剣 
な表情がよくわかります。写真② 
は子供がいかにも速く走っている 
という情景がよくわかります。 
このように動いている人やものの 
描写は、シャッター速度で変わり 
ます。シャッター速度が速いほど 
動くものは止まって写り、遅いほ 
ど流れるように写ります。 
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背景の描写 



写真①は、背景がぼけているので、 
どこで写したものか良くわかりま 
せん。 

写真②は背景までピントが合い、 
どこで写したかが良くわかります。 
逆に写真⑤では、背景をぼかすこと 
で、子供の豊かな表情がより強調 
されています。写真④は写真③と 
比べると背景が雑然としているため、 
一番表現したい子供の表情が強調 
されません。 

このようじ背景の描写は、絞り値で 
をわります。絞り値が大きし、ほど 
背景までピントが合い（ピントの合 
う範困は広く）、小さいほど背景が 
ぼけます（ピントの合う範囲が狭く 
なります）。 
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撮影モ—ド . 

前述のように、同じシ ーンス もげャッダ立速なが技•りををるがとぎざの巧写护変わりま 
す。撮影モードををえうことで：’シャッタ^速度と巧り谭のどちらか-方、あるいは両 
ホを自みで-;夫めることがでをきす。*この力を ブにはな下を4つの巧おモ•ードがあります。 

P (プログラム）モード (35 ぺージ参照）_ 

撮影シーンに適した絞りとシャッター速をが自動的にみまります。シャッタ-チャンス 
に専念することができ、スナップ写真などの一般巧影に最適です。 

また、前後のダイヤルを回すと、 P モードのまま一時的に絞りやシャッターま度を任意 
に選ぶことができる、イ メージ シフト （ Pa シフトまたは Ps シフト）になります(35、36ぺ 
■-ジ参照)。 

A (絞り優先）モード (37 ぺージ参照) _ 

撮を者が希望のがり値を決めることができます。カメラが自動的にシャッターを度をま 
めます。 

ポートレート撮影など、おりの効果を生かして背景のボケ具ををコントロールしたぃと 
きに使ぃます。 

S( シャッター速度優先）モード (38 ぺ-ジ参堅]_ 

撮是さ者が希望のシャッター速度をミ央めることができます。カメラが自動的に絞りをみめ 
ます。 

スポーツ撮をなど、シャッター速度の効果を生かして動くものを止めて表現したり、逆 
に流お感を表現したぃときに使ぃます。 

M (マニユア J レノモード。9ぺージ参照） _ 

撮影者が絞り値とシャッター速度の両方をみめます。 

絞りとシャッター速度の両方を固定したままで撮をしたぃときや、フラッシュメーター 
など単体の露出計で測った値で撮影するときに使います。 
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撮影モードの選び方 


モードボタンを押しながら①、 
前ダイヤルまたは後ダイヤルを 
回して希望する撮影モードをボ 
ディ表示部に表示させ②、モー 
ドボタンを離します。 

•モードは虹下のように変わります。 



•登録機能を使えば、4つの撮をモードのうちいずれか1つをカメラに憶えさせ、ワンタ 
ッチで呼び出すことができます (69 ぺージ参照）。 
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I P モードを選びます。 

•撮をモードだけを P モードにするには、34ぺージの操作をします。 

♦ P モードをまめ全自勤の巧お (21 ぺージ参照）にするときは、プログラムセットボ 
タンを押します。 


構図を決めて撮影します。 


ち_ み 

•內巧フラッシュが下がっているとき、写っ 
は、ファインダー内のみが点滅します。 
ラがぶれないようじ気を行けてぐ'ださい。！ 


写すものが暗くてシャツター速度が遅くなる場さ 
す。手ぶれしやすいので、=脚を用いるなどカメ 

し、//^接む' 


イメージシフト （ Pa シフト、 Ps シフト） _ 

P モードのまま一時的に絞りやシャツター速度を任ちじ選んで撮をすることができます。 

Pa シフト 

A モード(絞り優ホモード）的な使い方がで 
きます。 

ファインダー表示を見ながら、 
後ダイヤルを回してを望の絞り 
値を選びます。 

•シャツター速度は自動的にホまります。 

♦ Pa シフトで選んだ絞り値は、写したい 
ものの明るさが変わっても、そのまま保 
持されます。 
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Ps シフト 

s モー ド （シャツター 速度優先 モー ド）的な使 
い方ができます。 

ファインダー表示を見ながら、 
前ダイヤルを回して希望のシャ 
ツター速度を選びます。 

•絞り値は自動的にミ央まります。 


• Ps シフトで選んだシャッター速度は、 
写したいものの明るさが巧わっても、そ 
のままイ呆持されます。 


• Pa シフト、 Ps シフトじするときは、ファインダーを强いてがり値とシャッターま度が表 
示されているときにダイヤルを回してくださし,、崎 

• Pa シフト、 Ps シフト中はフラッシュは使用できません。また、フラッシュが発光ずると 
き（ファインダー巧に/?*'が点灯するとき）は、 Pa シフト /Ps シフトに切り替わりません。 

• 表示部の抜り値またはシャッター速馬が点滅している場合は、適正巧出が得られません。 
点滅しなくなるまでダイヤルを回してください (86 ぺージ参照） 

.■’ ' ' '■'む' お 感 ' 


く Pa シフト、 Ps シフトの解除> 

Pa シフト、 Ps シフトを解除するときは、モードボタンを押してください。もとの P モー 
ドになります。 

• メインスイッチを LOCK にしたときや、ファインダーから目を離し、表示部から絞り値 
またはシャッター速度の表示が消えてから4秒たったときも Pa シフト、 Ps シフトは解 
除され、もとの P モードになります。 
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M 絞り優先)モード撮影 

かさい絞り値にすると背景をぼかした美:^いポートレートが、大きい紋リ値にする 
f と奥行きのある風景など背景までピントの合った写真が撮れます。 



撮影モードを A モードにします 

(34 ぺージ参照）。 

•ボディ表示部のホ交り値の横のイが点灯し、 
絞り値が蛮更できることを示します。 

_^ 

A 

側 im □ 包 - も i 



後ダイヤルを回して、希望の絞 
りイ直を選びます。 

• へ回すと絞り値が大きくなります。 
•づ""へ回すとがり値が小さくなります。 


► 表示部のシャッター速度が点滅している場をは、適正扉出が得ろ 
れません0点滅しなくなるまでおり値をを要してください (86 ぺ一 
ジ参照)。 

I巧おフラッシュが下がつているとき、写すものが暗くてシャッタ 
-速度が遅くなる場合は、ファインダー內のみが点滅します。 
手ぶれしやすいので、=脚を用いるなどカメラがぶれないように 
気を付けてください。 


ミ扫口 GG ;?. み 


A 

r^fTTi 口 


in 

を-お 
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s (シャツター速度優先)モード撮影 


• 表示部の絞り値が点滅している場合は、適正露出が得ちれません。 
点滅しな < なるまでシヤツター速度を変更してください (86 ぺージ 

参職。 * — ' ' が ' 户 . 


巧口加3ぶ 


前ダイヤルを回して、を望のシ 
ャツター速度を選びます。 

• ==0-へ回すとシャツター速度が速くな 
ります。 

• づ"…へ回すとシャツター速をが遅くな 
ります。 


構図をみめて撮影します。 
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S 

raimi 口 Q_L! 


撮影モードを S モードにします 

(34 ぺージ参照）。 

• ボディ表示部のシャッター速度の横の ► 
が点灯し、シャツター速度が変更できる 
ことを示します。 


巧口 


rSIfT"!! 口 包 _L£ 
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撮影モードを M モードにします 
(34 ぺージ参照)。 - - - 


>巧日5.む 
r^rm □ Q_gJ 



前ダイヤルを回して、希望のシ 
ャッター速度を選びます。 



の日々 


raifni 口 @- 


後ダイヤルを回して、希望の絞 
りイ直を選びます。 


%.倒 


構図をみめて撮影します。 









M モードでは、ファインダー内の測光インジケーターが、撮影者が設をした絞り値とシ 
ャッター速度による露出値と、ち測光方まにをづいてカメラが測光した値との差をお巧 
らせします（メ ータード マニュアル）。 



適正露出です 

露出オーバーに 
なりまず （+1 段） 

露出アンダーに 
なります （—1.5 齡 



1 3 + 


3 + 


3 + 



12 


2 


2 

測光 


1 

m 

1 


1 

インジケーター 


10 


10 


10 



1 


1 


1 



2 


2 


2 



3 — 


3 — 


3 — 





表示部 

?5己 

互6 

巧日をだ 

5 ロロ95/7 


•露出の差が ±3.5 段 Jii 上になった場合は、3+または3-のところで>が点滅します。 


40 








撮影モードを M モードにします。 


前ダイヤルを回して "fauLb " 
を選び①、後ダイヤルを回して 
を望の絞り値を選びます②。 


I シャッターボタンを押し込みます。か要とする露光時間中押し 
^続けてください。 

■シャ ッタ—ボタンから指を離すと、 シャツ タ—が閉じ、撮影が終了します。 



•バルブ撮影のときは、カメラを兰脚に取り付けて撮影す 
ることをおすすめします。また、リモートレリーズター 
ミ. ナルに リモートコード RC-1000S/L (別売）を取り付け 
れば、カメ.ラぶれの防止に役立つとともに、シャッター 
ボタンを押したが態で固をできます。‘力ードホルダーを 
開け、リモートレリーズターミナルのカバーをはずして 
お巧いください。 

-アイピースキャップを取り付けると、ファインダ-から 
光が乂るのを巧ぐことができます （ 10ぺージ参照）。 








測光方 


14分割ハニカムパターン測光(‘ 


画面全かを14分割した多々割測光を行ないます。面面内には 
13個の/、 ニ カム(ハチの巣)槪犬の測光素子と、その周囲とのを 
計14個の測光素子が配置されています。これらの素子は才ート 
フォーカスと連動しているので、画面內のどこじ被写体があつ 
てもカメラがその位置と明るさを的確に半り断し、露出をホをし 
ます。目で見た感じに一番近く撮れる測光方まで、逆光撮影を 
含む一般撮是ミに適しています。 







測ホ方ホ 


中央重点的平均測光(置) _ 

画面の中央部を重点的に、画面全体の明るさを平均測光します。逆光のときや被写体が面面中 
央じない場合などは、露出補正 (45 ぺージ参照)が退、要となります。 



スホット測!光、ム) ___ 

面面中央部のスポット測化フレーム内のみを測ホします。コントラスト（明暗差)の大きい被写 
かや、画面のあるおをの部々だけを測光するのに適しています。測光したい部分が面面中央に 
ないときは、 AE ロック撮を (48 ぺージ参照)を行なつてください。 
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測光方式の選び方 

禱 ... 顆靈響誰！議啡!嚷進 '. : . 

.'" 嘗驚ち 





力ードホルダーを 開けて測光方 
式選巧ボタンを押します。 


前または後ダイヤルを回して希 
望の測光方式のマークをボディ 
表示部に表示させ、シャッター 
ボタンを半押しします。 



•登録機能をほえば、3つの測ホ方まのうちいずれか1つをカメラに憶えさせ、ワンタツ 
チで呼び出すことができます (69 ぺージ参照）。 
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露出補正ボタンを押したまま 

① 、前または後ダイヤルを回し 
て希望の補正値を設定します 

② 。設定が終われば露出補正ボ 
タンを離します。 


—3.0 から +3.0 まで、 0.5 段ごとに設定 
できます。 


設を後は、ボディ表示部にが、ファ 
インダー内に坦または0が表示され、 
露出補正中であることをお知らせしま 
す。 


を出補正をち军除する場合は、上記と同じ 
操作で巧出補正値を 0.0 にしてくださし、。 


登録機能を使えば、設をした露出補正値 
をカメラに'巧えさせ、ワンタッチで呼び 
出すことができます (69 ぺージ参照）。 





露出補正時の測光インジケータ ~( P 、 A 、 S モード時のみ） 

く14分割ハニカムパターン測光の場合> 

露出桶正ボタンを押すと、ファインダー巧に測光インジケーターが表示されます。 

測光インジケーターは、中央重点的平均測光での露出値をを準 (0) にして、14分割ハニ 
カム パターン測光による露出植を表示します。従来の中央重点的平巧測光に馴れておら 
れるモに、14々割ハ ニカム バターン測ホではこのシーンをどのように半 IJ 断しているのか 
をお知らせします。息図的に露出補正する場合の参考にご利用ください。 



3 + 

2 

1 

10 

1 

2 

3 — 


• ホの例では、中央重点的平巧測 
光での露出にがして、14分割ハ 
ニカムバターン測ホは 1.5 段才一 
パーの制御になっていることを表 
しています。 



3+ ■上のがおでダイヤルを回して露 
J 出な正値を設をすると、指標 

,0 (•) も同時に移おします。 

1 (例： 0.5 段才ーバー側に巧出補 

2 正をかけた場合） 

3 — 

■左の例では、中央重点的平灼測 
光での巧出にがして、14分割ハ 
ニカムバターン測光は2段ォー 
バーの制御になっていることを表 
しています。 
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露出補正 


<中央重点的平均測光、スポット測光の場合> 

露出補正ボタンを巧すとファインダー内に測光インジケーターが表示され、0の位置に指 
標»)が点灯します。 _ 

露出補正値を設をすると、測光インジケータにはその設定した値が表示されます。 


3+ ■露出巧正ボタンを押すと測光イ 
を ンジケーターが表示され、0の 
,ii 位度に指標(酔）が点灯します。 

1 

2 

3 — 


- 掘 ~ I 

3+ •上の状態でダイヤルを回して露 
Z 出補正値を鼓をすると、その設 
0 をした値が表示されます。 

1 (例： 1.5 段アンダーに露出補正 

2 値を鼓ました場合） 

3 — 


d _ 可;.5 I 

♦ Mi- ド時は、爲出桶正ボタンを押している間は測ホインジケ—夕-は表示されません。 
•フランシユおお時（ファインダー内にがが点灯しているとき）は、測ホインジケーター 
は表示されません。 

• 巧出補正ボ タンを 押したままシャツ ター ボタンを半押しすると、測光インジケ-夕一はブラケ 
ツト巧おのインジケー ター になります (80 ぺージ参照)。 

•アイスタートスイツチが OFF で、表示部の巧り値またはシャツター速度が消えているときは 
巧出補正ボタンを押しても指標 ») が表れません。このときは、シャツターボタンを一度半 
押しして雜すと指標が表れます。 
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AE ロック撮影爆出の固定） 

スポノ'卜 AEL ボタンを巧すと測光方式がスポット測光に切り替わり、同時に詔出が固 
をされます。測光したいものとピントを合わせたいものが異なる場合や、話出を—定 
にしたまま連続巧おする場合などに使用します。 



測光したいものにピントを合わ 
せます。 

• スポツト測光を使用している巧合は、測 
ホしたいものにスポット測化フレームを 
合わせます。 


スポット AEL ボタンを押します。 

•14 々割ハニカムバターン測光、中央重 
点的平巧測光を使用している場合は、測 
光方式が スポット 測光に切り替わり、 ス 
ポット 測光フ レー ムが表れます。同時に、 
スポッ ト測 ホフレー ム内の露出が ロック 
(固を）されます。 

■スポット測光を使用している場合は、ス 
ポッ ト測 ホフレー ム内の 爵 出が ロック 


(固を）されます。 


3+ •ファインダー内に測光インジケ 
丈 -夕一が表示され、ロック（固 
/〇 を）された露出が、インジケー 

1 夕一の基準位置 (0) の巧に酿で 

2 表示されます。 

3 — 
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AE ロック撮を(盈出の固定） 



㈱ 巧 0 5.6 2 ] 


スポット AEL ボタンを押したま 
ま、写真の構図を変えます。 

J3 + •S で固をされた露出ををを (0) に 
2 して、構図を変えた巧のスポット 

,lj 測光フレーム内の測光値がイン 

1 ジケーター横に•で表示され 

2 ます。 

3 — 


4 スポット AEL ボタンを押したまま、ピントを合わせたい被写 
体にピントを合わせ直して、撮影します。 

• 巧出は2のロック個を）された値で制御されます。 

•同じ露出で連続して巧をする場合は、スポット AEL ボタンを押し続けてくださし、。 


. - が 'イ ：-‘…夕- .■一,' 

•AEL. と.は Auto Exposure Lock の略で v 自助で得られた巧出をロック（固定）することを表 
します 0 》も * 

•フラッシュ撮お時（ファインダー内にがが点なしているとき）は、 スポソ ト AE しボタン 
を巧すと、 AE ロック 撮影にはならず、ス ロー シジクロ巧影になります (60 ぺージ参照）。 
このとき、スポット測光フレーム、測光インジケーターは表示されません。 
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AE ロック 撮影時の測光イ ンジケーター ( P 、 A、S モー ド時の み） 

スポット AEL ボタンを押している間、ファインダー内に測光インジケーターが表示されます。 
測光インジケータを使うと、画面内のある特をの部み（スポット測光フレーム巧）の明るさの差 
を読み取ることができます。 



(例 1) ①でスポツト AE しボタンを押して露出を固を、その後スポツト AEL ボタンを押したまま 
②へ構図を変える。 

構図ををえた後の測光値 
(固ました爵出との差） 

背景のハイライト部み②は人物の顔① 
よりも、 2.5 段巧るいことを意けします。 


測ホインジケーター 


3 + 
2 
1 


構図を変える ► 


2 12 

3- I 3 


(例 2) ①でスポット AEL ボタンを巧して露出を固を、その後スポット AEL ボタンを押した 
まま②、③へ構図ををえる。 



•明るさの差が ±3.5 段];になった場を、3+または3-のところで》が点滅します。 

• M モード時にスポット AEL ボタンを押したときの測ホインジケーターは、撮影者が設を 
したおり値とシャッター速度による誘出値と、スポット測ホ方式に基づいてカメラが測 
ホした値との差を表示します (40 ページ参照）。 
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このカメラにはフラッシュが‘内蔵されていますので、手轻にフラッシュ 
撮 f ミを楽しむことができます。 

また、逆光での人物を美しく撮ることができる日中シンクロ撮影や、 
在景を背景にした人物撮影で、人物、夜景両方をきれいに写すことが 
できるスローシンクロ撮影、といった高巧な撮影も自動で巧なえます。 
別売のプログラムフラッシュを使えば、ハイスピードシンクロ撮影や 
ワイヤレスフラッシュ撮影ができます。 



内蔵フラン:^斗を使つ T 撮景 ミしま レよう 


一 
取:: 


パ 


P モードフラッシュ撮影 



内蔵フラッシュが上がっていれば、 
フラッシュが也、要なときは自動的 
にフラッシュ撮影になります。 

•巧巧フラッシュを持ち上げると、ボディ 
表示部に器™またはが表示されます。 
フラッシュ撮影になるときは、ファイン 
ダー巧じび f が点なします。 


■フラッシュの巧電が完了すると、ファインダー内に *4 または4が点灯します。点灯し 
てから撮影してください。 

•フラッシュの化が届く範圓には限度があります。56ぺージの表を目安にして、フラッシュ 
光の届く範囲内で撮をしてください。フラッシュ光が届いた場合、撮を歡ファインダー内 [j 
の4またはがま早く点滅します。 
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巧蔵フラッシュを使って撮影しましよう 


<フラッシュをかず発光させるには> 


々のような場合には、フラッシュは自動的には発光しませんが' フラッシュを発光させ 
て撮おするとより美しい写真が撮れます。 

参明るい屋外で、帽子などで顔にをができている人物を撮をする。 


•亟の日に、屋かで人物を撮をする。 

■を光灯で照明されている、日月るい室内で撮をする。 



フラッシュ強制発光ボタンを押 
しながら撮影します。 


内蔵フラッシュを押し下げるとフラッシュは発光しま 
せん。 

フラッシュのな用が禁止されている美術館などでの撮影に便 
利です。夕景ゃ夜景をきれいに撮ることもできます。 

♦ボディ表示部の望™またはず〇が消えます。 

■自勤発光にもどすときは、フラッシュを持ち上げてください。 

• 内巧フラッシュが下がつているとき、フラッシュを発光させて撮影するとより美しい 
写真が撮れる、とカメラがキリ断した場合は、ファインダー巧のグぞが点滅します。内お 
フラッシュを持ち上がて、フラッシュ撮をされることをおすすめします。 

■写すものが暗くてシャッター速度が遅くなるときは、ファインダー内のみが点滅します。 
手ぶれしやすいので、兰脚を用いるなどカメラがぶれないようじ気を付けてください。 
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A モードフラツ シュ撮景^_ 

フラッシュが上がっていると、撮影のときフラッシュが化ず発光します。 



A モードを選んでから①、巧蔵 
フラッシュを持ち上げます②。 

•内巧フラッシュを持ち上げると、ボディ 
表示部にをまたは4が表示されます。 


•ファインダー内のマークについては、 Pi - ドと同じです。 

•シャックー速度は1/200巧た^下の範囲で自動的に設をされます。がり値はごほ用のレ 
ンブの範囲内で自由に選べます。 


を意' ，’： で'—' 非み咬 f ろぶ辜巧:ジ韦ち户 

•ファインダー巧のシャツター速度が点滅している j が * ((•)) - EUU - 一 ? S す —I 

ときは、そのまま撮影すると II 出才ーバーにをりこ.^ : ▼ 

ます。点滅しなくなるまで後ダイヤルを回しぞ、 I が》 《•)）ピ日日 5.5 宣 I 

絞り化を大きくしてください。 . ，ぉゴ-;';接''^' ■-だ 

• A モードではホ望の絞り値を選べますが、大きい絞り値を選ぶほど巧おフラツシユ光の 
届く距雜は短くなります（たとえば F 1 1 だ''と :、' ^ ISOIOO のフイルムで1 .1 メート.ル、 
旧0400のフイルムで 2.2 メートル）。遠くにあるものを大きいおり植でフラツシユ撮影 
する巧合は、大光里のプログラムフラッシュ(別売）をお使いください。 


フラッシュが下がっていると発光しません。 

•写すものが暗くてシャツター速度が遅くなるときは、ファインダー内のぶもが点滅します。 
手ぶれしやすいので、兰脚を用いるなどカメラがぶれないように気を付けてください。 


54 





_ モードフラッシ ュ撮景ミ _ _ _ 

フラッシュが上がっていると、撮影のときフラッシュが化ず発光します。 

--- S モードを選んでから①、内蔵 

フラッシュを持ち上げます②。 

•内庶フラッシュを持ち上げると、ボデイ 
目 表示部に复または夕が表示されます。 

•打品: r- クについて は、 ド 


♦シャツ タ—速度は1/200巧な下のお囲で自由に選べます。絞り値はご使用のレンズの 
お囲内で自動的に設をされます。 


三ファィンダ-内の絞り値が点滅してい’るどきは、.厚" T ㈱ の 'が思 I 

そのまま巧をすると 巧 出才-パ-になります。:点•巧。- 化 cc^l 

滅しなくなるまでがダィヤ'ルを回‘して、速ぃか心^^- - ~ 5.6 

ッター速巧に変更してくださし 、。'を‘* 巧''':‘だ f 
• S モ-ドでは絞り値が自動で設定されますが、大き—いが.り値が設定されるほど内ぉフラ 
ッシュ光の届く距離は短 < なります（たどえば Fil だち、 旧 ©TOO のフイルムで 1 . 1 メ—卜 
ル、 旧〇 400のフイルムで 2.2 メー ト''ル）’〇1遠〈にあるものを大きいネ交り値でフラッシュ 
おをする巧をは、.大光量のブログラムフラッシュ（別売）をも'使いください。 

フラッシュが下がっていると発光しません。 


Mi — ド フフ、 ソ ン ユ撮景ミ ___ _ _ 

フラッシュが上がっていると、撮影のときフラッシュがかず発光します。 

M モードを選んでから、内蔵フラッシュを持ち上げます。 

•内 巧 フラッシュを持ち上がると、ボディ表示部に を または4が表示されます。 

•ファインダー巧のマーク【こついては、 P モ—ドと同じです。 

• シャッター速度は1/200秒な下の お 困で、ネ交り値はご使用のレンズの範西内で自由に 
選べます。 

フラッシュが下がっていると発光しません。 
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内蔵フラッシュ撮影の距離 


フラッシュの光が届く範囲は、レンズの焦点距離や絞り値、フイルム感度によって異なり 
ます。内巧フラッシュでの撮影距離はじ TF の表を目をにしてくださし、。 

内蔵フラッシュの撮を距離(単位メートル） 


フイルム 

旧0100 

に0400 

に0800 

旧01000 

2.8 

1.0-4.2 

1.0-8.4 

1.0 —12.0 

1.0—13.5 

4 

1.0 — 3.0 

1.0 — 6.0 

1.0-8.4 

1.0-9.5 

5.6 

1.0-2.1 

1.0-4.2 

1.0-6.0 

1 .0-6.7 

8 

1.0--1.5 

1.0-3.0 

1.0—4.2 

1.0-4.7 

11 


1.0-2.2 

1 .0—3.0 

1.0 — 3.4 


• お使いのレンズによっては、フラッシュの光がレンブじさえぎられることがあります。 
詳しくは93ページをごちくださし、。 


• フラッシユ撮彩時はフイルム感度 IS 025 〜1000のフイルムをお使い< ださし、。に01000 
より高感度のフイルムでフラッシュ撮影すると、適正露出が得られないことがあります。 


目がホく写るのを軽減するために(フラッシュプリ発光) _ 

暗いところで人物を内巧フラッシュで撮をすると、フラッシュの光が眼の中で反がして、 
まれに眼がホく写ることがあります。内蔵フラッシュ撮をでは、撮をの直前に小化*の 
フラッシュを発光させる（プリ発光）と、この現象を軽減することができます。 

力ードホルターを開けて フラッシュ 
モード ボタンを押し①、指を離し 
てから、前または後ダイヤルを回し 
てボディ表示部に絮 T。 または楚 
を表示させ ②、シャツター ボタン 
を半押しします。 



■本発光の前にか光量の発光（プリ発光といいます）が巧なわれます。 

•プリ発光のないフラッシュ撮をにもどすには、同じ操作でボディ表示部にまたは 
V を表示させます。 

•登録機能を使えば、赤目を軽減するプリ発光の有無をカメラに巧えさせ、ワンタッチ 
で呼び出すことができます (69 ぺージ参照）。 


56 
















別売のプログラムフラッシュ 5400 HS を使うと同調速度より速いシャッター速度 
でフラッシュ撮をができるようになります("イスピードシンクロ撮影)。そのた 
め、従まの日中シンクロ撮影よりも絞りの効果を活かした、ポートレートらし 
い写真を撮ることができます。 

-般のフラッシュ撮影時には、これじ Lh 速いシャッター速度ではフラッシュ撮 
影できない、というシャッター速度の上限があります。これを同調速度といい 
ます。このカメラでは、1/200秒というシャッター速度がそれに当たります。 

プ□グラムフラッシュ5400 HS をこのカメラに取り付けて、5400 HS をハイスピ 
-ドシンクロモードにします。すると、フラッシュ撮おで1/200秒より速いシ 
ャッター速度となったとき、このカメラは5400 HS を、通常の一瞬で発光する巧 
ホ発ホとは異なる発光(フラット発光といい、長時間フラッシュが発光し続けます） 
に制御します。 

その結果従来に比べて、より高速のシャッター速度でフラッシュ撮をができる 
ようになります。 

な来より高速のシャッターが使える々、絞りの選奶幅が広がります。そのため、 
日中シンクロおをでも紋りを開けて背景をぼかし、人物が浮き上がって見える 
ポートレートらしい写真を撮ることができます。 

従来の日中シンクロ摄を ハイスピードシンクロ巧を 



また A モードで日中シンクロ撮をするとき、背景が非巧に日月るくて露出才ーバ ー 
じなるようなシーンでも、高速シャツターがほえるので、適正露出にお写する 
ことができます。 
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カメラの露出モード、5400 HS のモードとフラッシュの発光お態は iii 下の通りです。 


/、イスピードシンクロモードに 設を 


自動露出で1/200秒より高速のシャッ 
夕一速度に制御されたときは、フラット 
発光になります。 

にのときボディ表示部およびファイン 
ダー内に巧が点灯します） 

自動露出でシャッター速度が1/200 
み A ソ下に制御されたときは、通常の 
肉光発光になります。 


1/200秒より高速のシャツター速度に 
設をずるとフラツト発光になります。 
(このときボディ表示部およびファイン 
ダー内に巧が点灯します） 

シャツター速度を1/200抄 JiTF に設 
をすると、通常の巧ホ発ホになります。 




通常の巧光発光となり、シャッター速度 
は1/200砂 W 下の範固で自動で設定 
されます0 


通常の巧ホ発光となり、シャツター速度 
は1/200秒た TF ■のお囲で設をできます。 


• フラット発ホになるときは、通常のフラッシュ撮影よりも調光距離の範囲が 
短くなります。撮影前に、被写体がプログラムフラッシュ5400 HS のあ晶表 
示部に表示されている距離の範囲内にあるかどうか確詰してくださし、。 

•お光な照明下、または、測光軍ち囲がの»告表示が出るときは、適正露出が得られない 
ことがありますので、1/200秒より高速 -^ ，n 、口 ' I 

>1 端せ ,-, -M A 、 i 、巧ノぉ *1 、 &•》 ゴ U ご■口'么 、 j 


のシャツター速をにはしないでくださし、。 


詳しし、操作手順は、プログラムフラッシュ5400 HS の使用説明書をご賓くださし、。 














ファインダー内にびぎが点灯し 
ているとき、スポツト AEL ボタ 
ンを押しながら撮影します。 

•シャツター速をが遅くなりますので、兰 
脚の巧巧をおすすめします。 









フラッシュの光量を調節できま,す(フラッシュ光量補正; 


フラッシュ撮影時に露出桶正する場合、通常の露出巧正では、フラッシュ光もを常ホも 
含めた全体の露出レベルを補正するため、例えば人物撮影で人物をオーバー気ホに露出 
補正すると、背景も露出才ーバーになります。このカメラは、内蔵フラッシュまたは別 
売のプログラムフラッシュを使ってフラッシュ撮影する時、フラッシュの光の量だけを 
補正することができます。そのため、フラッシュ光の届かない（を常光だけで露光され 
る）背景の露出を変えることなく、フラッシュ光が届く主被写体だけの露出を補正するこ 
とができます。 

露出補正ボタンと強制発光ボタ 
ンを同時に押しながら①、前ま 
たは後ダイヤルを回して希望の 
光量補正値を設定します②。設 
定が終われば露出補正ボタン、 
強制発光ボタンを 
離します。 
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• -3.0 から +3.0 まで、 0.5 段ごとに設をできます。 

• 補正値誌を中は、ボディ表示部とファインダー内に設をしたフラッシュ光量補正値が 
表示されます。 

•設を後は、ボディ表示部とファインダー巧に[0が表示され、フラッシュ光量桶正中で 
あることをお知らせします。 

•内蔵フラッシュが下がっているときでも、補正値は設定できます。 

•フラッシュ光量補正を解除する場合は、上記と同じ操作で補正値を 0.0 にしてくださし、。 
•プログラムフラッシュを取りかけてフラッシュ撮影するときは、プログラムフラッシ 
ュのホ量を補正します。ただし、 TTL 調光ではないマニュアルフラッシュ撮影の場合は、 
光量補正値に関係なく、そのとき設定された光量でフル発ホします。 

■登録機能を使えば、設定したフラッシュ光量補正値をカメラに憶えさせ、ワンタッチ 
で呼び出すことができます (69 ぺージ参照)。 


、、す意 ''"ぶ'’ 擎 

■フラッシュホま補正は、フ亭ッシュの光量のみを補正します。を常ホは補正しません。 
•露出補正 (45 ぺ：ージ参照）は、フラッシュ光もを常ホもをめた、全がの露出レベルを補正 
します。 
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9 イホレスフラッシュ撮影 

辞慧^^ ^ラムフラノシュ 5400HS 、5と的XI、3加 OXi のいずれかか也、要です 



フラッシュをカメラの上に取り付け 
て撮影すると、写真①のように平面 
的な印象を受ける写真になることが 
あります。このようなとき、フラッ 
シュをカメラから離して撮影すると、 
フラッシュの位置を工夫することで、 
陰影をかけて立体感を出すことがで 
きます(写真②）。このようなフラッ 
シュをカメラから離した撮影を、才 
フカメラフラッシュ撮影と呼びます。 

写真③はカメラの内蔵フラッシュと、 
オフカメラフラッシュの光量を1: 2 
の割合で発光させたものです。明暗 
差が柔らかくなり、自然な陰影を付 
けることができます。このような2 
灯ソ上のフラッシュの光量に比をつ 
けた撮影を、光量比制御撮影と呼び 
ます。 

従来、一眼レフカメラではこのオフ 
カメラフラッシュ撮影をするときじ 
は、カメラとフラッシュをコードで 
接続するか要がありました。この力 
メラは、カメラとフラッシュの信号 
の伝達をコードではなく、フラッシ 
ュの光を利用して行なうことができ 
ます。このフラッシュ撮影をワイヤ 
レスフラッシュ撮影と呼びます。も 
ちろん露出はカメラが自動で適正露 
出になるよう制御します。 
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ワイヤレスフラッシュ}最影 


このカメラと組み合わせてワイヤレスフラッシュ撮影できるフラッシュは、5400 HS. 
5400 Xi、 3500 Xi の3機す重です。また、このカメラでは、ホの3通•りのワイヤレスフラッシ 
ュ撮おを行なうことができます。 

田内蔵フラッシュが信号になるワイヤレスフラッシュ撮影 

旦プログラムフラッシュがカメラに取り付けられて信号になるワイヤレスフラッシュ 
撮影 (67 ぺージ参照） 

回ワイヤレスフラッシュリモコン(別売)が信号になるワイヤレスフラッシュ撮影你ページ参照) 

圍内蔵フラッシュが信号になるワイヤレスフラッシュ撮影 
【設定方法】 

フラッシュを ON にし、カメラ 
に取り付けます。 


力ードホルダー 内の フラッシュ 
モードボタンを押し①、指を離して 
から、前または後ダイヤルを回して風 
ボディ表示部にそ> を交互に点滅 
させます。 


フラッシュをカメラから取り外し 
ます。 
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[撮影方法】 

このカメラは、内蔵フラッシュの発光を信号として5400 HS や5400 Xi 、 3500 Xi を発光させ 
ます。信号が正しく受け取れるょぅに^^下のことに気をィ寸けてください。 


@室内など、暗いところで行なってください。 

® 下記の範囲巧にカメラとフラッシュを配置してくださし、 


5400 HS 、 5400冶は 
る使用が巧書を#照 
3500 Xi は表2を參照 




カメラ、フラッシュ、被写体を上図のように設置します。 


表1;ワイヤレスフラッシュ撮を時の巧写 
体とカメラとの距離(単位メートル） 



フイルム感を 

がり値 

IS 0100 " 

旧0400 

,■ ' … 

2 

2.0 — 5.0 

4.0 — 5.0 

2.8 

1.4-5.0 

2.8-5.0 

n 

1.0-5.0 

2.0—5.0 


1.0-5.0 
(1.0-4.0) 

111111 

■ 

1.0-5.0 
(1.0 … 2.8) 


■ 

1.0 — 5.0 
(1.0-2.0) 

1.0 一 5.0 


() は、光呈比制御撮影の塌合の被写体と 
カメラの巧難です。 


■ワイヤレスフラッシュ撮が時の被写体と 
フラッシュとの距難 

5400 HS 、 5400 Xi をご使用の場をは各フ 
ラッシュの使巧説明書をごちください。 
3500 Xi をご使用の場合は下の表を目をに 
してくださし、 0 


表2 :フラッシュ （3500 Xi ) と被写体の距離 
(単位メ ートル） 


— 


絞り値 




1.4 一己.0 

2.8 — 5.0 


■EB 

2.0 — 5 ■日 

B 

0.7 -4.5 

1.4—5.0 

iHH 


1.0—5.0 

m 


0.7 — 4.5 

11 

0.2 已 一1.6 

0.5 — 3.3 
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内蔵フラッシュを持ち上げます。 



フラッシュと内蔵フラッシュの 
充電完了を確認します。 

•フラッシュは、背面の>マークが点なし、 
前面の AF 補助光が点滅すると巧電完了 
です。 

• 內庶フラッシュは、ファインダー内の 
ちちが交直に点滅すると充電完了です。 

カメラのスポット AEL ボタンを 
押して、ワイヤレス設定したフ 
ラッシュが発光することを確認 
します（テスト発光）。 


5 もう一度両方のフラッシュの充電完了を確認し、シャッター 
ボタンを巧し込んで撮影します。 

♦シャツター速度は自動的に1/60秒]^^下に設をされます。 


• 5 のとき、カメラの強制発ホボタンを巧しながら撮影すると、カメラの内蔵フラッシュ 
をぁも発化し、フラブをュと内藏スラッシ;畫靡化き比を2 :1にする光量比制御撮影が夕きま 
■，料' す(ホ量比制御撮影の場合、シャッター速度は良動的に1/60巧な下に設定されます）。 
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[ワイヤレスフラッシュの解除】 


フラッシュを ON にし、カメラ 
に取り付けます。 



力ードホルダー内のフラッシュ 
モードボタンを押し①、指を離 
してから、前または後ダイヤルを回 
して②、ボディ表示部に*>の交 
互点滅が外のマーク（なまたは 
1™)を表示させます。 


*2 の代わりにプログラムセットボタンを巧しても、ワイヤレスフラッシュは)^军除できます 。 B 
この場合、カメラは全自動の状態になります (21 ぺージ参照）。 

また、メインスイッチを LOCK にすると、々に ON にしたときはワイヤレスフラッシュは 
解除されています。 


66 



ワイヤレスフラッシュ撮是ミ 


H プログラムフラッシュがカメラに取り がけられて信号になるワイヤレスフラッシュ撮影 

上記田の内蔵フラッシュの代わりに、プログラムフラッシュ5400 HS ま 
たは5400 Xi を使っても、 n と同様のワイヤレスフラッシュ撮影ができます。 
詳しくは、プログラムフラッシュ 5400 HS または 5400 Xi の使用説明書をご篇 くださし、。 

なお、5400 Xi の使用説明さではボディを W-9Xi で説明してあり 
ますが、このカメラに取り付けても使用できます。ただし、揉 
作方法が一部ちなります。まず、 W 旧 ELESS ボタンで5400 Xi 
ををのいずれかの表示にセットしてから、このカメラに取り付 
けてくださし、。またテスト発光させるボタンは、な- 9Xi では AE 
ロックボタンですが、このカメラではスポット AEL ボタンにな 
ります。 

励ワイヤレスフラッシュリモコン(別売）が信号 になるワイヤレスフラッシュ撮影 

上記田の内蔵フラッシュの代わりに、別売のワイヤレスフラッシュリモ 
コンを使っても、田と同様のワイヤレスフラッシュ撮影ができます。ま 
た、ワイヤレスフラッシュリモコンを使えば、2台た i 上のフラッシュを巧 
いてワイヤレスフラッシュ撮影するとき、それぞれのフラッシュの光量比 
を1: 2または2 :1にした光量比制御撮影もできます。 

詳しくは、ワイヤレスフラッシュリモコンの使用説日月まをごちください。 

ワイヤレスフラッシュリモコンはが- 9Xi のァクセサリーとして発売された製品ですが、 
このカメラに取りがけても使用できます。 

操作方まはが- 9Xi に取りがけた場合と同様ですが、テスト発光のためのボタンが異なります。 
iX-9Xi では AE ロックボタンですが、このカメラではスポット AEL ボタンになります。 


••し 

CMJ ， 

TTL-M ZOOM 

LEVEL WIRELESS 


.L 

Corn ’ 

[ ミ牌 ] 

TTL-M ZOOM 

LEVEL WIRELESS 
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這©为^ラをぶ y 寫麵に 
ご活屬 I がこだくた敏に 

この章では、多彩な撮影を楽しむためのさまざまな機能につしヴ説明して 
し、ます。ぜひご一読いただき、このカメラをより有効にごま用くださし、。 
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カメラのが態をあらかじめカメラに纖しても'〈ことができます 

撮を目のや撮を患図に応じたカメラの状態を、あらぶじめカメラに登録することが 
できます。一巧登録しておけば、あとは登録呼び出しボタンを押すだけで、カメラ 
をそのげ態に設定できます C 


登ままさせることができる項目とその内容または範囲 


① 撮影モード .P/A/S/M のいずれか 

② 絞り1直（レンブじなる） .F1.0 〜 F64 の範囲内の値 

③ シャッター速度 . 30巧〜1/8000秒の範囲内の値またはバルブ 

④ 卷き上げモード . 1コマ（口）/連続(鸟1)/多重露光(百)/セルフタイマ- (&) 

のいずれか 

⑥フラッシュモード . プリ発光あり（望 M またはを）/プリ発光なし （ X。または})/ 

ワイヤレスフラッシュ設定け 4) のいずれか 

⑥ 屬出捕正値 .±3.0 段のお困内で、 0.5 段ごと 

⑦ フラッシュ光昼補正値 .±3.0 段のお囲内で、 0.5 段ごと 

⑧ 測光方式 . 14分割ハニヵムバターン測光（置）/中央重点的平均測ホ 

(岂ンスポット測光位)のいずれか . 

⑨ フォーカスフレーム . ワイドフォーカスフレーム/口ーカルフォーカスフレーム (4 力巧） 

のいずれか 

⑩ AFP/RP. 才ートフオーカス優先（巧 F 户)/レリーズ優先 （9 户）のいずれか 


•撮影モードとして A モードだけを登なする、という使い方もできますが、この場合撮影モード 
なかのを項目については、そのときのカメラの巧態がそのまま自動的に登録されます。 
•上記の10項目 L ソかの項目は登録できません。 

•インテリジェントカード機能が慟いているときは、力ードが自動設定している項目も含めて、その 
ときのカメラの状態が普なされます。たとえば、才ートシフトカードの機能を働かせると、 
露出モードが P モードに、をき上け'モードが連続に、それぞれ自動的に設をされます。したがって、 
露出モードは P モードのみ、卷き上げモードは連続のみ登録できることになります。 
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登録の仕方 


1 69ぺージの各項目について、 
します。 



3 登録されたことを確認したら 
—を離します。 


カメラを登録したい状態に設定 

ロック解除ボタンを押しながら 
①、登録レバーを矢印の方向に 
止まるまで（横棒が區琶1の位置 
にくるまで）回します②。 

• ボディ表示部に"ぶ地け"と表示され、 
登録されたことをお知らせします。また、 
今回登録される項目がボディ表示部に表 
示されます。 

、ロック解除ボタン、登録レバ 


• ロック解除ボタン、登録レバーは自動的に元の位置にもどります。ボディ表示部 
も元の表示に戻ります。 


•左圓は、 A モード/連続撮を/ホ目防止プリ発光あり/露出補正/ 
フラッシユ光*桶正/中央重点的平均測化/ワイドフォーカスエリ 
ア/レリーズ優先 (RP) を登録したときのボディ表示部です。 


•このとき、おり値、シャッター速度、露出補正傕、フラッシュ光 S 補正値のを数値は 
表示されません。 

•露出補正値、フラッシュ光*桶正値を設をしていないとき（値を0.0にしているとき） 
は、03は表示されません。 

•- 度登録した状態は、メインスイッチをし OCK じしても、電池をおいても巧持されてい 
ます。 

® 別の巧おを登録したいときは、カメラをその状態に設をし直して、2、3の操作をします。 
前回登録した内容は消去され、新たなが態が登録されます。 


riEwO r ゴ 


巧 HP A 

<■> 

rsi 口。 


呼び出し方 _ 

登録呼び出しボタン®を押します。登録しておいた巧態にカメラが 
設をされます。 

•巧び出し後でも、を項目についてカメラ機能で変更することができます。 
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パノラマ写真を写してみましよう 

撮影の遂中でも、標準撮挺とバノラマ撮影を巧り替、えるこ'とみで き.. ます， 


パノラマへの切り替え 



パノラマ切り替え レバーを パノ 
ラマ側にします。 

•アイスタートスイッチが ON のときは力 
メラを括えると、アイスタートスイッチ 
が OFF のときはシャッターボタンを半押 
しすると、ファインダー内にパノラマフ 
レームが表不されます。 

•ワイド フォー カ スフレー ムは縦位置と同 
じものが表れます (27 ぺージ参照）。 



構図を決めて撮穀します。 

•標巧撮をにもどすときは、パノラマ切り 
替えレバーを標準側じします。 


'注意'' -- .. で’'くろが 

• /、•ノラマ切り替えレバーは、止まるまで（レバーの指標—がきちんと•を指すまで）確 
まに操作してくださし、。、、' :' . . が ' 



•バノラマ撮是ミしたフイルムは、図のように上下 
に露ホされない部分があります。 

•パノラマ撮をしてもフイルムの撮影枚をは 
をわりません。 

•パノラマ写真の一般的なプリントサイズは 90mmX250 麵です。 

•ハ。ノラマ撮影するときは、画面の周辺に少し余裕を持たせてください。プリントされ 
るお西が、実際に撮影した画面よりも、やや巧くなることがあります。 
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くパノラマ撮影したフイルムを現像•プリントに出すときは > 



付属のパノラマシールをフイルム（パト 
口ーネ）に貼ってから、パノラマ撮影し 
たフイルムであることをお店に伝えて、 
出してください。 

パノラマシールは2種類あり、すべてバ 
ノラマ振影したフイルムには「パノラ 
マ全数」を、途中で切り替えて撮影した 
フイルムには「パノラマ/標準混を」を 
貼ってください。 


©バノラ マシールが なくなった場合は、当社 サー ビスセンター、 サー ビス ステーシヨ ン 
(案表紙記載）にお問い合わせください。 

图シールを貼る位置 
図の点線内に貼ってください。 



上(銀色と黒色の組み合わさった 
部み)には貼らないでくださし、。 
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臟遷!键 


表示パネル ゴゴ I 'し'化 II 

<セレクトボタン 

モードボタン ー ） （ち（う^アジャストボタン 


MODE SELECT ADJUST 


モードボタンを押して、写し込みたい表示を選び 

ホ寸" 

「年•月‘扣モ-ド「日•時•み」モ - K 「写し込みなし j 

1'33 10 16 W IS け:? GhH . I 

夺「日•月•年け-ド「月.日•年け-ド I 


写し込み用電池の父換 


10 巧’ 33 


写し込んだで:宇が謹くなってきたら電池を交換してくださし、。 CR2025 を1個使用します。 



裏ぶたを開けて、電池室のふたを►の方 
向に巧して開けます①。 

古い電池を取り出し、新しい電池の+側 
を上にして電池室に入れ⑦、ふたを閉め 
ます。 

•ふたを閉めるときは、右部を差し a んでから、 
左側へ押し込みます。 

参写し込み用電池を交換した後は、日付-時間を 
73 修正してくださし、。 

















曰か•時間の修正 






モードボタンを押して、修正したい表示を選 
びます。 


セレクトボタンを押して、修正したい数字を 
点滅させます。 

•セレクトボタンを押すたびに、年一月一日または時一み一： 
の順に点滅する数字が蛮わります。 


アジャストボタンを押して、正しい数字に合 
わせます。 

•アジャストボタンを押し続けると、な字は連続的に变わり 
ます。 

•秒を時報に合わせるには、：を点滅させ、時報に合わせて 
アジヤストボタンを押します。 


数字が点滅しなくなるまで、セレクトボタンを押します 

♦表示ハ‘ネルの「一」が点なし、撮をできる状態になります。 


'BE 10 IB 


¢0 0 0 ) 


的を: G あ 


Co 〇 03 
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手動でピントを合わせるには (マニュバルノ すー カス） 



カメラのフォーカスモードボタ 
ンを、カチッと音がするまで力 
メラ側に押し込みます。 

• ボディ表示部に IM . FOCUSI と表示されます。 


< AF ズームレンズ. AF レンズの場合> 
レンズ先端のフオーカスリング 
をち右に回します。 


く AF ズーム Xi レンズ- AF バワーズーム 
レンズの場合> 

レンズのズームリングをカメラ側 
に引き、そのままホ右に回します。 

• 才ートフォーカスでピントが合うような 
被写体の場合は、ファインダー巧のフォ 
-カス表示 • が点灯して、ピントが合 
ったことをお知らせします。 


9被写体が最もはっきり見えるところで指を離します。 

4 そのままの状態で撮影します。 

•もう1度フォーカスモードスイッチをカメラ側に押し込むと、才ートフォーカス 
に戻ります。 

14 々割ハニカムパターン測光は才ートフォーカスと連動しているため、マニュアルフ 
才ーカスにすると、測光方式は常に中央重点的平均測ホになります (43 ぺージ参照)。 
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く オートフォーカスの苦手な被写体 > 


才ートフォーカス撮影でのピント合わせは、被写体のコントラスト朔暗差）を利用して 
います。したがって、 J -ソ下のような被写体では才ートフォーカスでピントが合いにくい 
ことがあります。このような場合は、写したいものと同じ距離にあるピントの合いやす 
し順写体でフォーカスロック撮影(25、26ぺージ参照）するか、手動によるピントをわせ 
を行なってください。 



•太陽のように巧るすぎる巧写かや、 
車のボディ、水面などきらきら輝い 
ている被写体 



•青空や壁などコントラスト（明暗差） 
のない被写体 



•オフィスビルのが観など、繰り返し 
バター ンの連続する被写体 



•おりの中の動物など、 フォー カ スフ 
レームの 中に距雜の異なる被写体が 
混じっているとき 
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ピントが合わなくてもシャツターを切りたいときは 

このカメラは、撮影に応じて、ピントがをうまでシャツターが切れない"才ートフォーカス債先 
( AFPr と、ピントが合っていなくても切りたいときにシ r ’ ソターが切れる"レリーズ憑先 
: . RP )" を切り替えることができます。 




力ード ホルターを開け、セルフ 
タイマー/巻き上げ モー ドボタ 
ンを押しながらフイルム感度設 
定ボタンを巧します。 

■ボディ表示部に現をの設定が表示されま 
す。才ートフォーカス優先 ( AFP ) に設定 
されているときは "行 F 户 "が、レリー 
ズ便先 （ RP ) に設をされているときは 
"P 户" が表示されます。 

前または後ダイヤルを回して、 
巧 f 户（才ートフォーカス優先） 
か9戶（レリーズ優先）かを選び 
ます。 

参ダイヤルを回すたびじ、 巧 FP と PP が 
交互じ表示されます。 


P 戶 巧户戶 

か 



シャッターボタンを半押しします。 

•レリーズ優先が巧に設をした場合、ボディ表示部に RP と表示さ 
れ、レリーズ植先に設定されていることをお知らせします。 
•登録機能を巧えば、才ートフォーカス優先 ( AFP ) かレリーブ 
優ホ ( RP ) かをカメラじ'慮えさせ、ワンタッチで呼び出すこと 


^50 5.5 

RpP 

问口 0_も 


ができます (69 ぺージ参照）。 


ミち意•レリーズ優先時は、シャツターを切るタイミングによってはピントの合わない写 
真になるごとがあります。 
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フイルム感度の言是定と変更 


DX コードの付いたフイルムのとき _ 

通常はフイルム感度を設定するか要はありません。 

@フイルムにがいている DX コードをカメラが読み取り、自動的にフイルム感度を設定します。 


D X 〕ー ドの付いていな し、フイ ル厶や、 フイルム感度を変更して使用するとき 

DX コードの付いていないフイルムをお使いの場爸は、の要領で、フイルムバッケー 
ジなどに記載されているフイルム感度をカメラに設をしてくださし、。また、増感撮お（フ 
ラッシュが使えない室内撮をなどで、被写体の動きを止めるために速いシャッター速を 
が必'要な場合に、ま廣のフイルム感度より大きい値を設をして撮をすること）など、意図 
白勺にフイルム感度を変更する場さも、 JiTF の要領で行なってください。 

力ード ホルダー を開け、フイ ル 
ム感度設定ボタンを押し①、指 
を離してから、前または後ダイ 
ヤルを回して②、希望のフイルム 
感度を選びます。 

■ボディ表示部とファインダー内に現をの 
フイルム感度が表示されます。 

•設を可能なフイルム感度のお囲は旧06 
〜6400です。 




シャツターボタンを半押しします。 

• 撮影中にフイルム感度設をボタンを押せば、現在のフイルム感度を確認すること 
ができます。 


1主義.' み，一- ■ , , - 

•増感撮影するときは、变更した感度でそのフイルムの全コマをおおして〈ださい。1本 
のフイルムの途中から増感/减感することはできません。 


くフイルム感度変更記憶機能> 

このカメラは、フイルム感度をち図的に変更した場合、その後も同じ感度のフイルムを 
続けて使用すると、変更した感度を記憶し続けます。 

® カスタムカード Xi を使うと、この機能を働かせないようにすることができます。詳しくは力 
スタムカード Xi の使用説明書をご覧くださし、。 っ. 











幌臟. 


が诚するこ 


—■ -プレビユ ー（ 絞り込み）ボタンを 

* 押してし、る間' 表示されている絞り値ま 
T ~ Taf 7 vf/f で絞りが絞り込まれます。ピントと露出 

、 ' I 紛^ •照ュさ-れ寡 。を 押したまま、シャパ- 

け 、、、たシ/ ボタンを押して撮をすることができます。 

、反 T バレビユ-ボタンを押してし、る間は、シ 

- ヤッターボタンがかのボタンを受け付け 

ません(操作しても何も变化しません）。 

•プレビユー時には、アキユートマット（焦点板）のお性上、ファインダー中央部が陰る 
ことがあります。 

•ボタンを雜すとプレビュ ー( 絞り込み）は解除されます。このときミラーが動くため、 
一瞬ファインダー内の像が見えなくなります。 


る意 ■ 'ぷ海…'' : 

•プレビユーボタンを押したとき、ピントがをわなかった（フォーカスを示の•が点がまた 
は〇が点打する）巧合は、プレビユーボタンを巧しているとシャッターが切れません。 
•ハイスピードシンクロの制御になるとき（ファインダー内およぴボディ表示部に巧が点’ 
なするとき）は、ブレビユーボタンを押しているとシャッターが切れません。 

* 被写巧深度とは、ピントを合わせた被写体の前後で、実用上写真としてピントが合ってぎる 
お困のことをいいます。 F 1 .4、 . F 2 などがり値が小さし、(がりが開が側になる）ほど巧写巧深度は 
まく（ピントが合って写るお囲は巧く）なり、被写体の前後がボケて写ります。 F 22、 F 32 な 
ど絞り値が大きし、（絞りががり込まれる）ほど、被写巧深度は巧く（ピントがをって写るお囲 
は広く ） なります。 

絞り値 I ピントの合う 15 囲, 


ピントの合う範囲 





ブラをソバ‘露おずちい撮辱 - 

リバ^えル^7か么を巧うときなど4族密な巧出を要巧ざれるな紫でな、苗正巧をでの 
巧お1；^かに、、黄正巧化の前•後に少し巧出をホらして巧点か巧おすることがあります。 
これをブラ>ッ巧«冉ずらし）といいます。 

露出補正ボタンを押しながら撮をすると、露出をずらしながら3かの連続写真を巧ることが 
できます。露出のずらし量は 0.5 段で、巧影は一 0.5 段、±0、 +0.5 段の順に行なわれます。 



露出補正ボタンを押したまま、 
シャツターボタンをお甲しします。 

•ファインダー内に、そのときの測ホ方式 
に応じた測ホインジケーターが表れ、を 
をの露出値は 0) と +0.5 段、 一0.5 段の 
計3つの指標（隆）が点灯します。また、 
ボディ表示部に可が表れます。 


3 + 

基を十 0.5 段--2 

さおの巧出イ直-11 

をホ- 0.5 段-/ 10 


2 

3 


■ファインダー表示部には1コマ目（を準の 
露出値一 0.5 段）の露出制御値が表示され 
ます。 

I ~~5 日 5.6 置 I 


2 そのままシャッターボタンを押し这んで撮影します。 

• 3が目の撮をが終わるまで露出補正ボタン、シャッターボタンから指を離さない 
でくださし、。 

◎フラッシュはほ用できません。 

©ピントとををの露出値 (±0) は1か目を撮おするときに固をされます。 

® 露出補正 (45 ぺージ参照）をかけると、ををの露出値もそれに応じてをわります。 
e 才ートブラケットカード、才ートブラケットカード2を使っていて力ードを働かせてい 
るときは、力ードの機能によるブラケットとなります。 


■ 
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力ードホルダーを開けてセルフ 
タイマー/巻き上げモードボタン 
を押し①、指を離してから、前 
または後ダイヤルを回してボディ 
表示部に因を表示させて②、 
シャツターボタンを半押しします。 


シャツターボタンをホ甲して撮影します。 

• 1回目の露光が巧なわれ、ボディ表示部のフイルムカウンター 
に "け？"と表示されます。フイルムは巻き上げられません。 

もう1度シャツターボタンをホ甲して撮影します。 

• 2 回目の露光が行なわれ、フイルムが巻き上げられます。 

•ボディ表示部の画が消え、設定が解除されます。々のコマも多重露光したいと 
きは、1の操作から繰り返します。 




* 2回目の露光を行なう前 (3 の操作のお）に多重露光を解除したいときは、1と同じ操作で 
ボディ表示部に百がかのマークを表示させてください。 

•を重露光力ードを入れると、ボディでの多重露光は解除されます。また、多重露光力ード 
を使用しカードの機能を働かせているときは、ボディの多重露光を設定できません。 


を息 - ''に ‘： 

•を重露光撮影では、を撮影の露光量の合計が1コマの露光里になります。そのため、背景 
や被写体が重なる場合は、あらかじめ露出補正しておく必要があります。 . 

■ネガフイルムでを重露ホした場合は、その旨を店頭で申し出ないとプリントされないこ 
とがあります。 ■ / 
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セルフタイマー撮影/連続撮影 

セルフタイマー撮影で自かも一緒じ写ったり、與運続撮影で激 V 、がけない瞬間の映像 


セルフタイマー撮影で自 
を楽しむことができます 


二#に写ったリ、^続撮影で m 、がけない瞬間の映像 

' '' t ti ^ 、 




力ードホルターを開けてセルフ 
タイマー/巻き上げモードボタンを 
押し ①、 指を離してから、前または 
後ダイヤルを回してボディ表示部 
に公または写!!を表示させて②、 
シャッターボタンを半巧しします。 


セルフタイマー撮影 連続撮影 




セルフタイマーを選び、ピントを合わせ、シャツターボタンを押 
し込みます。 

• ボディ表示部の公およびセルフタイマーランプが点滅し、約10秒後じ巧をされます。 
•撮影が終わるとセルフタイマーは自動的に解除されます。 

• シャツターボタンを押し込んだ後にセルフタイマーを止めたいときは、メインスイツチ 
を LOCK にしてください。 

連続撮影 _ 

連続撮影を選びます。 

»シャツターボタンを押し込んでいる間、1秒間に3コマの速さで連続して撮影されます。 
•カメラを才ートフォーカス優を ( AFP ) に設定していると、ピントが合うまでシャツターが切 
れませんので、1巧間に3コマの速さで連続撮をできないことがあります。連続撮をの 
速さを優先したいときは、カメラをレリーズ優先にしてください (77 ぺージ参照）。 
•連続撮影中は、バワーズームはできません （ AF ズーム Xi レンズまたは AF ハ‘ワーズーム 
レンズほ用時）。 
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近づく被写体を同じ大きさで撮影できます(ィメ-ジサィズロック) 

イメージサイズロックは、ぶづいてくる被写体がほぼ同じ大きさで写せるように自 
動的にスミングする機能です。 AF ブーム Xi レンズ使用時に働きます C 


•アイスタートスイッチが OFF になっている（アイスタートが働いていない）ときは、イ 
メージサイブ□ックは作動しません。イメージサイズロックを使うときは、アイスタ 
-トスイッチを ON にしてください。 




被写体の大きさが撮影したい大 
きさのところでレンズボタンを 
押し、そのまま被写体が希望の 
位置に来たところで撮影します。 

•近づいてくる被写体にがして、自お的に 
広角側へズームします。なるべく、望遠 
側で大きさをみめてください。 

•イメージサイズロックが衝きはじめると、ファ 
インダー内の表示が下回の様に変わります。 


1 ㈱ 

ISL 

--1 1 


1 ㈱ 


な〇置1 


•シャツターボタンを半押しすると、シャ 
ツター速度と絞り値の表示になります。 
■レンズボタンを巧している間、被写化の 
動きに合わせてズーミングを続けます。 

レンズボタンを押したときに心: i 下の場合はイメ ージサイズロツクが慟きません（ファインダー内 
およびボディ表示部に"巧 L 表示されたままになります）。 

• 被写体が遠すぎてかさすぎるとき 
•レンブが広角(焦点距雜が5 o 圆 l ^^ F ) のとき 
•ピント合わせができないとき 
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ff 嫁 — 

心こな ^^ H ^ 

お臺鬻 bid 

この章では、このカメラをお使いになる上で巧っておいて欲しいこ 
とや、お使いになる際の注意事項のついて説明しています。 

またこのカメラをホ長く御愛用いただくためじも、96ぺージの手入れの 
仕ち、巧管の化方はぜひお読みください。 
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A F ネ甫助光 (ピント章わせのためにホし、ランプが光ります) 



被写体が暗い、明暗差（コント 
ラスト）が小さいなど、ピント 
を合わせにくい場合は、赤色の 
AF 補助光が自動的に発光し、 
ピント合わせができるようにし 
ます。 


•AF 補助光での測距可能範囲は、約 0.7 〜7メートルです （50 關レンズ使用時、普社試験 
条件による）。 

•カメラを構えたときに、 AF 補助光発光部を巧わないようじしてください。 

•レンズの焦点距離が300 mm む上のときは、 AF 補助光は発光しないことがあります。 AF 
マクロ ズ-ム 3X-1 X使用時にも、 AF 補助光は発光しません。 
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日加だ？ .8 


G 呂；ミが; 


日加な-3?; 


日己加が 
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カメラの状態 
14分•割ハ ニカムパター ン測光での 
露出桶正中 

(露出桶正ボタンを押している間） 


指標(歴)の表示内容 
中央重点的平巧測ホによる露出値をを 
準値 （0) にして、14み割 ハニ カムバターン 
測光による露出値の、をを値にがする差 
を表示 

※撮まさをが設をした露出補正分もさむ 


中央重点的平巧測光、スポット測化での撮を者が設をした露出補正；！を表示 
露出補正中 

(露出補正ボタンを押して、ダイヤルで補 
正値を設定している間） 


スポット AEL ボタンを巧している間 


スポット AEL ボタンを巧して固定したと 
きの測光値をを準値 (0) とし、そのを準 
値と、構図を変えた巧のスポット測光フレ 
-ム内の測光値の、基準値との差を表示 


M モード設定時 


ブラケット操作中 

(露出補正ボタンを押したままシャツター 
ボタンを半押ししている間） 


カメラがそのときの測光方まによつて測 
光した露出値をを準値 (0 化し、撮影をが 
設定したシャッター速度と絞り1直による 
露出値の、をを値との差を表示 

(メータードマニュアル表す0 

そのときの露出 モー ドと測光方まとから 
夫をされた露出制御値と、その 0.5 段オー 
パー、 0.5 段 アン ダーの値を表示 
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7041 サリーををって撮影を楽しむことができます i 

サリー]^リタ七のアクセサリーを使用されるときは、当社 
ビス ステーシヨ ンにご夺目談くださし、。 


レンズ 

♦すべてのミノルタなレンズが使用できます。それた^がのレンズ （MD レンズや MC レン 
ズなど）はご巧巧になれません。 

參 AF ズーム Xi レンズ、 AF パワーズームレンブをごな用の場合、アイスタートスイッチが 
ON のときはカメラを構えてレンズのブームリングを手前に引くと、アイスタートスイッチが 
OFF のときはズームリングを手前に引いたままシャッターボタンを半押しして酪すと、 
その時の焦点距離がボディ表示部とファインダー表示部に表示されます。 

( • L S 口 置 I 

♦レンブとカメラに交信が正しく行なわれていない状態（レンズが取りかされているとき 
や正しく取り付けられていないとき、または AF レンズ信号接点が巧れているときなど） 
では、絞り値表示が"一"になり、フイルムが入っている場合は、誤動作を防ぐためシ 
ャッターが切れない仕組みになっています。したがって、天体望遠鏡などにカメラを 
取り付けたときはシャッターが切れませんので、お近くのサービスセンターまたはサ 
—ビスステーションにお問い合わせください。 

フフツンユ 

巧巧フラッシュではホが届かない領域でも、より大光量のプログラムフラッシュを巧い 

れば、フラッシュ撮をすることができます。 

♦プ□グラムフラッシュ 5400HS 、およびミノルタ Xi シリーズフラッシュ （5400Xi， 3500 Xi) 、 
i シリーズフラッシュ(5200し3200し2000りは、そのままご使用になれます。この場合、 

P モードではお、要に応じて自動発化します。フラッシュ強制発光ボタンを押しながら撮を 
すると、フラッシュは巧に発光します。 A/S/M モードでは、フラッシュの発光が ON 
だと化ず発光します。 

み AF シリーズフラッシュ （4000AF^ 2800AF, 1朗 OAF, マクロ1200 AF) をお使いになる場合 
は、別売のフラッシュシューアダプター FS-1100 を使ってカメラに取り付けてくださし、。 
この場合、フラッシュの AF 補助光は発光しません。また、 P モードでもフラッシュの 
発光が ON のときは、化ず発光します。 

令 AF シリーズじ(前のフラッシュ（Xシリーズなど）はな用できません。 
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インテリジェントカードを使用すると、高度なテクニックを巧った写真を簡単に撮 
ったり、撮影目的に応じてカメラの機能を広げたりすることができます。 

このカメラは、が-8700 i/ が-770 Oi 用のカスタムカードとが- 5700i 用の A/S モードカ 
— ドを除く全ての力ードが使用できます。 


く力ードの入れ方> 


メインスイッチを ON にして、力 
—ドホ ルターを 開けます ①。 

信号接点を手前にしてカードを 
入れます②。 

•ボディ表示靴 こ应 03と表示されます。 


力ードホルダーを閉めます。 

♦力ードを入れたままで力ードを機能させないときには、力ードキーを押して、ボディ 
表示部の四のを'消してください。 

•力ードの入れでじよっては、力ードを入れたときボディ表示部に力ードをが表示され 
ないことがあります。この場合力ードの機能が正常に働かないことがありますので、 
いったん力ードを取り出し、再度入れ直して、ボディ表示部に力ードをを表示させて 
ください。 



く力ードの取り出し方> 

カードホルダーを 開け、 力ードイ 
ジ ェクト （取り出し）レバーを押し 
上げます。 
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くカード使用時のを意 > 



カード機能が 

L ソ下のボディ機能が、ち記力-ドとの組み合わせで巧えるか、使えないか 

力-ド 

使える力1、 

使えないか 

才ート 

ブラケット 

多重露光 

(2 コマ） 

登録機能 

AF ボタン 

旅 

A 1,2 

0 

〇 

A 16 

0*3 

子供 

0 

0 

0 

A 16 

ひ4,5 

スポーツ 

0 

〇 

〇 

A 16 

0*4 

スポーツ2 

0 

0 

0 

A 16 

0*4,5 

ポートレート 

0 

0 

〇 

A 16 

0 

記を撮影 
け-トデプス） 

A 2 

0 

0 

A 16 

0*3 

クロ-ズ7ップ 

0 

0 

0 

A 16 

0 

流し裙り 

A 3 

一 

0 

A 16 

0*4 

インターバル 

0 

— 

0 

0 

0 

背景巧写制御 

A 4 

0 

0 

A 16 

0 

多重露光 

A 5,6 

— 

— 

A 17 

0 

才ートブラケット 

A 5,7 

— 

— 

A 18 

0 

フラッシュブラケット 

A 5,8 

— 

— 

A 19 

ひ3 

才ートブラケット2 

A 8 



定常光ブラケット 
モー ドでは 

A 18 

フラッシュブラケット 
モードでは 

A 19 

0 

データメモリー 

A 5,9 

0*1 

0*2 

〇 

0 

データメモリー2 

0 

0*1 

0*2 

0 

0 

ファンタジー 

A 10 

— 

0 

A 16 

ひ3 

ファンタジー2 

A 11 

— 

0 

A 16 

0*3,6 

オートシフト 

A 5,12 

— 

— 

A 1 6,18 

0 

オー トシフト2 

0 

- 

- 

A 18 

0 

マルチスポット 

A 13,14 

0 

〇 

A 20 

0 

ハイライト/シャドー 

A 13 

0 

〇 

A 20 

0 

カスタム Xi 

A 15 

0 

0 

〇 

〇 


〇 :使用できます（*1~’6じついては々ぺージの【補足お巧】をごちください）。 
A :々ぺージ記載の、ま顺付きで使用できます。 


- :ボディの機能は使用できません。力ードの機能が優先されます。 
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アクセサリーについて 


1:が- 707 si では ASZ (才ートスタンバイブーム）は作動しません。 

2:レリーズイ击ホでも、ピントがさうまではシャッターが切れません。また、レリース''■[を先での 
連続巧影は、2コマ目た i 降ピントのボケた写巧になることがありますのでおすすめできません。 

3:被写体の追い方が測光インジケーターに表示されます。表示が+側にあるときは被写体をス 
ムーズに追えています。 

4:被写体のボケ具合が測光インジケーターに表示されます。表示が+側にあるときは背最が< っ 
きりと撮影されます。 

5:アップダウンレバーのかわりじ前ダイヤルで揉作して < ださい。 

6: £ X -707 si にはマニュアルを交りボタンがありませんので、 M モードでフラッシュを使用しな 
いときじ、絞り値をずらして斤なうフエードイン/フエードアウトはできません。 

7: a -707 si にはマニュアル絞りボタンがありませんので、 M モードで、絞り値をずらして行 
なうブラケット撮をはできません。 

8:アイスタートを働かせているときは、フラッシュブラケットモードでの々のコマの强出巧 
正さと撮をコマ巧は、カメラから目をおしたときに表示されまず。 

9：シャッター速ち1/200秒は1/180秒として記'あされます。 

10:才ートフォーカス巧先でわ使いくださし、。レリーブイ去先で使用する場合は、ピントがさっ 
ていることを確認してからシャッターを切ってくださし、（ピントが合わないと力ードの効果 
が得られません）。また、連続巧をはしないでくださし、。 

11:才ートフォーカス巧ホでお使いください（レリープ巧先で使用されると、力ードの巧まが得られない 
巧合があります）。 

12:巧お開始時のおりとシャッター速度の組み合わせををえることはできません。 

13;力ードを乂れると測光方式は自お的にスポット測ホじなります。 

14:アイスタートを慟かせているときは、カメラから目を離したときに、それまでに測ホした 
回巧が表示されます。 

15:バーソナルモードを段を-ず更するときは、ファンクションボタンのかわりにモードボタンを押してく 
ださい。バーソナルモードの巧出補正値は、表示は ±4.0 までされますが、 ±3 .t ±4.0 にを更し 
ても、カメラボディの上下限である、 ±3.0 になります。また、バーソナルモードの測光方まは 、;、二 
カムバターンまたは中央重点的平巧測光のどちらかに設定してください。 

化：力ード使用時は、巧おモードは P モードのみ登なできます。 

17:力ードな用時は、をき上げモードのを重は登録できません。 

18:力ード巧巧時は、をき上げモードは連写またはセルフタイマーのみ登録できます。 

19：力ード使用時は、をき上け’モードは1コマ撮をまたはセルフタイマーのみ登録できます。 

20:力ード使用時は、測光方式はスポット測光のみ登録できます。 

【補足説明】 

*1: ブラケットのシフト里(-0.5，±0,+0.5)はメモリーされません。 

*2: 多重の2コマ目のデータがメモリーされます。 

*3: AF ボタンを巧している間は1コマのみおをできます。2コマ目!<ソ降は、 AF ボタンを難すま 
で撮おできません。また、 AF ボタンを押したままでの連続撮をは、2コマ目た i 降ピントのボ 
ケた写まじなることがありますのでおすすめできません。 

*4: AF ボタンを押すとワンショット AF に切り替わり、合焦?罢フォーカスロックされます ( AF ボタンのお能が佳ホします)。 

•5: AF ボタンを押すと APZ は停止します。 AF ボタンを押しながら前ダイヤルを回してフォーカス 
フレームを選択すると、 APZ のプログラム番号がをわります。 

•6: レリーズ值先で、ファンタジ ー2 でを重ファンタジーモードのときは、 AF ボタンを押したまま 
だと力ードの巧まが得られません。 
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リモートコード RC -1000 S/L — 

バルブ(長時間露光）撮影や、文献■資料のネ复写、接写など、カメラを=脚に取り付けて 
撮是》する場合に、リモートコードを取り付ければ、カメラぶれの防止にお立ちます。力 
—ド ホルダーを 開け、リモートレリーブターミナルのカバーをはずして、リモートコー 
ドを差し込んでください。 

プログラムフラッシュ5400 HS 

ガイドナンバー54050100,105 mm レンブ）の大光*フラッシュです。 24nim から105關ま 
でのレンズの画ちをカバーします。 

このカメラと組み合わせると、同調速度より高速のシャッター速度でフラッシュ撮おが 
可能じなるため、日中シンクロ撮影でも背景をぼかしたポートレートらしい写きを撮る 
ことができます。 

また、フラッシュ光じよるをの方向や大きさを撮影前に確認できる、モデリング発光機 
能を備えています。 

その他にも、ケーブルをほわずにオフカメラ撮をが楽しめるワイヤレスフラッシュ撮をや、 
露光中にフラッシュを連結発光させて被写体の動きを重ねて写し込むマルチ発光など、 
多彩な機能を備えています。 

縦位置コントロールグリップ VC - 700 

このカメラに取り付けることで、縦位置でのカメラの保持をより確かなものにすること 
ができます。また頻繁に操作するダイヤルやボタン類じついては、カメラボディと同じ 
ものを倫えており、縦位置でも横位置とほぼ同じ感ちでカメラを操作できます。 

また電源として、リチウム電池、アルカリマンガン乾電ミホ、 Ni-Cd 電池の3種類が使えます 
ので、用途や目的に応じて使い分けることができます。 

シンクロターミナルが巧いていますので、大光量のか部フラッシュを使った撮をができます。 

ホールディングストラップ HS -700 __ 

このカメラに取り付けることで、横位置でのカメラのイ呆持をより確かなものにすること 
ができます。 

※ホールディングストラップ HS- 700を取り付けるには、縦位置コントロールグリップ 
VC-700 が退、要です。 
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取り扱い上のを意 


巧蔵フラッシュ撮景ミの迁思 _ 

•焦点距離 24mm 未満の広ちレンズで巧巧フラッシュ撮ををすると、写きの周辺が暗くなる 
ことがあります。 

•内巧フラッシュで报をする場合には、フラッシュ光がレンズでさえぎられて写真の下部に 
をができることがあります。た i 下のことに気をかけて撮おして < ださい。 

-1 m じ{上離れて巧影してくださし、。 

• レンズフードは取りかしてください。 

•下記のレンズ使用時は、フラッシュ化がレンズでさえぎられるため、内巧フラッシュによ 
る撮をはできません。 

ハイスピード AF アポテレ 300mm/F2.8 
AF アポテレ300 mm/F2.8 
ハイスピード AF アポテレ 600mm/F4 
AF アポテレ 600mm/F4 

•下記のレンズで内巧フラッシュ撮影をするときは、広ち側でフラッシュ光がレンズでさえ 
ぎられることがありますので、フラッシュ撮影には、ま巧フラッシュの使巧をおすすめし 
ます。詳しくは サー ビスセンター、サービスステー シ ヨンに お問い合わせくださし、。 

AF ズーム 28—85mm/F3.5-4.5 
AF ブーム 28-135mm/F4-4.5 
AF ズーム 28-70mm/F2.8G 
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電池に ついてのま意 _ 

•電池を义の中に巧入したり、充電、シヨー ト、 々解、カロ熱したりすると、発熱、 
発义、 t 破裂の原因となり非常に危険ですので、絶対じしないでください。 

® 撮影可能本数 (98 ページ参照）はカメラの使い方、使巧温度によってをわります。表記 
の値より少なくなることもありますので、海外旅行やをいところでカメラをご巧用に 
なる場合は、予備の電池を用をされることをおすすめします。 

◎ リチウム電ミせは低温下の特性にも優れていますが、ではやや電池お性が低下し 
ます。寒いところでご使用になるときは、カメラや予備の電池をイ呆温しながら撮影し 
てください。なお、低温のため性能が低下した電池でも常温に戻せば回巧します。 

«新品電ミせを初めてお使いのとき、それまでその電池がな管されていたが況によっては、 
電池の容量チ卫ックの際に<1=*が点灯することがあります。その場合、いったんメ 
インスイッチを LOCK にし再度 ON にする操作を数回繰りあすと容*が回なします。 

•ボタン（リチウム）電地をまちがって声子様が飲み込んぞりしないよう、お子標の手の 
届かない場巧に置くなど取り巧いにご注意くださし"^、。万一、飲み込んだ場合は直ちに 

瞬がこご相談くだ 叩。’、 おぶ‘-‘、' 塞-呼 r —' 


使用;皿もも ■ - ■ Ky 、し _ 

® このカメラのイ吏用温度範囲は一20〜50でです。ただし、日がや時間を写し込む場合、0で 
な下ではきれいに写し込めないことがあります。 

® カメラの表示は液晶を巧いているため、低温下では反応がやや遅くなったり、目0でぐらいの 
高ミ旦下で黒くなってしまうことがあります。このような場合も巧溫に戻せば、正しく機能します。 

® カメラに急激な温度ず化を与えると、内部に水滴を生じるな険性があります。スキー場のよう 
な寒い屋かから暖かい室内に持ち込む場合は、屋巧でカメラをビニール袋に乂れ、袋の空気 
を出して密閉します。そのまま、室内の温度になじませてからカメラを取り出してください。 
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取り扱い上のま意 


その他の注意 _ 

•内蔵フラッシュを連続して使用した場合、発光部が熱くなることがあります。 
また発光の瞬間は、発光部がたいへん熱くなります。発光部に皮唐はもちろん、 
物を密着させて発光させないでください。 

■カメラは精密機械ですので、取り扱いには注意してください。とくに、シャッター甚、ミラー、 
レンズの信号接点などにながつかないように気を付けてくださし、。 

•このカメラは防水構造ではありません。万一、水にめれたときは乾いたホで水をふきとり、 
すみやかじ当おサービスセンターまたはサービスステーシヨンにお持ちください。 

•このカメラをバッグなどに入れて持ち運ぶときは、メインスイッチを LOCK 位置にしてください。 

•ま港の手荷物検査を受けるとき、カメラの中にフイルムが入っているとX線で感光してし 
まうことがあります。検査官にフイルムが入ったカメラであることを位えて、X線の照が 
を避けてください。 

♦カメラに異巧が生じているとき、ボディ表示部に" W£LP" と表示されたり、まったく力 
メラが動かなくなってしまうことがあります。このような場合は、電池を一を取り出し、 
入れ直してください。それでも直らない場合、また何度も繰り返して" W む P " が出る場 
台•はお近くの当巧サービスセンターまたは サー ビス ステー シヨンにお問い合わせください。 

•このカメラの機能を活用していただくためには、当お独自のノウハウによりボディ特性に 
適合するように設計製造管理されてし、るレンズおよびアクセサリーの使巧をおすすめします。 
当お製品がかの付属品をお使し、になる場合、いかなるままが生じるかは予想いたしかねます。 

•海が旅行や結婚まなど大切な撮をのときは、前もって作動の確認、またはテスト撮影をし 
てからごほ用くださし、。また、予備の電池を巧巧することをおすすめします。 

■万一、このカメラを f ま巧中に、撮をできなかったり、不具爸が生じた場合の保訪について 
はご容赦くださし、。 
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手入れの仕方 _ 

◎カメラボディの表面は、柔らかいきれいなホでふ〈か、巿販のブロアブラシでほこりを吹 
きおばしてくださし、。特に海辺で使った巧は、真水を少量還したホで塩分をふきとり、乾 
いたホでよくふいて乾かしてくださし、。 

® レンズやフイルム室内を清掃するときは、ブロアでほこりを除き、柔らかいきれいなホで 
程くふきとってください。その際、シャッター幕や接点になをつけないように気を付けて 
ください。 エア ボンべタイプのブロワのご使用はおすすめできません。汚れがひどい場合は、 
当社 サー ビス センター、 サービス ステー シ ヨンに お持ちくださし、。 

® シンナー、ベンジンなどの有機ミき剤を含むクリーナーは絶がに使わないでください。 

保管の仕方 _ 

•カメラケースをかし、風をしのをいところに置いてくださし、。湿気のさい時期じは、ポリ 
エチレン袋などじ乾燥剤と一緒に乂れるとより安全です。 

® 長期間使用しなし、場合は、電池を巧いてください。 

® 長期間使用しないと、カビや孜障の原因になってしまうことがありますので、ときどきシャッター 
をきるようにしてください。また、ご使用前には、整備点検されることをおすすめします。 

•防虫剤の入ったタンスなどには入れないでくださし、 0 

•直が日光下の車の中など、極度の高温下にカメラを放置しないでください。 

アフタ…サービスについて_ 

* 本製品の補修巧性能部品は、生産が了を10年間を目安にイ呆有しています。 

@アフターサービスについては、添付の「アフターサービスのご案内」に詳しく記がしています 
のでごちください。 
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主な性能 


® 才ートフォーカス 
方式 

9 AF 補助)光 

® 測光方ま 

◎シャツター 


® 巧庶フラッシュ 


® パノラマ撮お 
•ファイン ダー 

® フオー カシング 
スクリーン 


方式： TTL 位相差検出方式検出素子： CCD ラインセンサー 

検出 i ち西 ： EV — 1〜 190 S 0100) AF 制御自動切り替えお体予測 

フォー カス制御 

低輝度または低コントラスト時自動発光作動距離範囲；約 0.7 〜 7 m 
ま用フラッシュ装着時化要に応じてフラッシュの内お AF 補助光に 
自封切り替え 


TTL 開が測光多分割測光(測光値ファジイ演算）スポット測光中 
央重点的平均測光を光素子：さ分割 M ニカムパターン SPC (シリコ 
ンフオトセル）フラッシュ光謁光用 SPC 測光範团： EVO 〜20 
スポット測光時は EV 3 〜 200 S 0100、 F 1.4 レンズ） 

電子制御ま縦走りフオーカルプレーンシャッターシャッター速度： 
1/8000〜30秒、バルブ(露出時間はカメラの電池寿をによりま顺） 
フラッシュ同調最高速度：1/200秒ハイスピードシンクロ機能使巧 
時は1/8000巧ワイヤレスフラッシュ撮を時は1/60秒 

ガイドナンパー:12照がち；焦点距離 24 nim をカバー充電時間： 
約 2.5 秒（カメラと電源を共有）手動アップ/ダウンホ目軽減用 
プリ発光可能プログラムフラッシュとの組み合わせでワイヤレス 
フラッシュの制御可能 

途中切り替え可能 

透過型液晶表示が全面アキュートマット視野率：縱 92% X 横94% 
イ音率： 0.75倍 （ SOmm レンズ、00位置）視度：一1ディオプトリー 
ア イ ポイント： 22.9 mm 谐眼枠より 18.7 mm ) 

全面アキュートマット （ G 型）サービスセンター-サービスステー 
シ ヨンに て方眼マツト （ L 型）または目盛線ま ( S 型）に交換可能 
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»フィルム給送 


ii フイルム感度 


® 撮影可能本数 


9 大きさ 


オートローディング （1 コマ 目まで自動送り）1 コマ 撮影/連続撮影 
(3 コマ/秒） /多重露光 （2 コマ） 切り替え可能才ートリターン 
途中巻き戻し可能 


巻き戻し時間 

る剌寺 

高速巻き戻し設を時 

24か撮りフイルム 

約15巧 

約8巧 

36枚撮りフイルム 

約23が' 

約12秒 


DX コード付フイルム使用時は自動設を ( IS 06 〜 6400) 手動設を可能 
( IS 06 〜64001/3ステップ） 

(手動設をしたときは、次回同一 DX コードの場合、手動設をした値を保存) 


温度 

20で 

-20 °C 

フラッシュイま用しない 

約60本 

約20本 

フラッシュ50%使巧 

約25本 

約10本 

フラッシュ100%使用 

約15本 

約5本 


試験ま件24が撮りフイルム、新品電池使用、アイスタートスイッチ ON 
使用レンズ： AF ズーム 24—85 nim / F 3.5-4.5 
レンズを1コマ毎に無限遠から最近接まで3回往復させ、 
シャッターボタンキ押しで10秒イ呆持後レリーズ 
《36枚撮りフイルムの場合は、上記の2/3程度の本なになります。 
※電地は、実際に撮をしなくてもカメラを操作することで消巧します。 
電ミ也を長持ちさせるために、撮をしないときは、メインスイッチ 
を LOCK にしてください。 

153.5(幅） X 98.0( 高さ） X 71.5 诚行き ） mm 


©重さ 605 g (電池別、クオーツデート用電池含む） 


本書に記巧の性能は当れ試験を件によります。 

本書に記栽の性能およびか固は都合により予をなく蛮をすることがあります。 
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は 。 HUB 


電池を一度取り出し、乂れ直してください。 

それでも直らない場合、また何度も繰り返して出る場 
合は、おおくの当社サービスセンター、サービスステー 
シ ヨンにお問い合わせく ださい。 


アイスタををぉ 
働かせな C 、 ように 
•したい :及；: 
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カメラのが態を 
登録したい 


フイルムを 
取り出したし 

















ミノルタ株式会社 
ミノルタ販売株式会社 

使 いちに関する不明な点は、下記住所のフォトアドバイザーがお答えいたしま ず。 

[ ヴービ又七ンター ] 

新宿于160 -0022 東京都新宿区新宿 3-17-5 ( カワセビル 3P 皆） TEL の 3)3356-6281 (巧 
大阪〒已 30-0001 大阪巿化区梅田 1-1 1 ( 大阪駅前第4ビル7階） TEU □已 )6341-6 己01(巧 



札幌〒060 -0807 ホし幌巿化区：!口条西 1-1 -5(丸増ビルN0.1 8) TEU01 1 )737-1 呂1なが 
他台〒白 80-0802 仙台巿青葉区二日町 14- 15 

巧吉’ グランデニ日町ビル3階） TEL(0 吕 2)261-3431( 巧 

横お〒23 1-00 15横巧巿中医尾上町447(大和横-巧ビル3階） TEU04 已）日己 3-1 44已(巧 
静岡于4吕 0-08 日7静岡巿御幸町 5-9 ( 静岡 FS ビル7階） TEU □日 4) 吕日1-7301附 

名古屋干4已〇 -00 □吕名古屋巿中区丸の内 14- 12 

(アレックスビル4階） TEL(0 日吕)吕 39-1 巧1防 

広島于730-0041広島市中区ル巧3-25(住金物産広島ビル1階） TEL(082)247-397 日(巧 
高お T760-0078 高松巿ぅ里町 1-17-20 TEL(087)835 -已己日8(巧 

福岡干 812-0013 福岡巿博を因専を駅ま 3-4-10( コマバビル1階) TEU □日 2)441-6 に1(巧 

営業時間 . 巧宿■大阪 1 0:00-1 8:00 (曰曜'祝日定イ本） 

その他 9:00-1 ス30吐■'日曜'巧日赴木） 


9223-2089-61 N-H906 





